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埼経協ニュース３６８号

四
月
十
九
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら

正
副
会
長
会
議
が
、
そ
し
て
理
事
会
が

十
四
時
一
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
で
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
を
ご
協
議
い
た
だ
い

た
。
定
時
総
会
を
五
月
十
日
�
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
三
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
、
定
款
変
更
、
役
員
の
選
任
、

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
関
す
る
件

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
貴
重
な
ご
提

案
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、

ま
ず
、
森
谷
会
長
代
行
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、
以
下
の

議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
の
審
議
の
結
果
、
新

会
長
に
西
村
和
義
氏
並
び
に
十
五
名
の

新
任
副
会
長
の
就
任
が
内
定
す
る
と
と

も
に
一
般
社
団
法
人
移
行
議
案
等
全
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
五
月
十
日
�
の

定
時
総
会
に
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
頁
の
主

要
議
案
概
要
を
ご
参
照
）

一
�
平
成
二
三
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
三
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
の
辞
任
・
選
任

四
�
新
会
員
の
承
認

五
�
定
款
の
一
部
変
更

六
�
理
事
・
監
事
の
選
任

七
�
役
員
の
選
任

八
�
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

九
�
会
費
規
定
の
一
部
変
更

十
�
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
関
す

る
件

�
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

定
款
（
案
）

�
理
事
・
監
事
候
補
者
名
簿

�
公
益
目
的
支
出
計
画
（
案
）
の
概
要

�
会
費
規
定
の
一
部
変
更

�
常
勤
理
事
役
員
報
酬
総
額
の
決
定

他
に
報
告
事
項
と
し
て
事
務
局
報
告
、

組
織
拡
大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

の
件
な
ど
が
あ
っ
た
。

な
お
、
出
席
者
は
、
正
副
会
長
会
議

が
十
五
名
、
理
事
会
が
三
九
名
（
委
任

状
出
席
五
七
名
）
で
あ
っ
た
。
理
事
会

の
議
事
録
署
名
人
は
、
常
任
理
事
の
小

原
歯
車
工
業
�
代
表
取
締
役
小
原
利
敏

氏
、
理
事
の
望
月
印
刷
�
代
表
取
締
役

社
長
望
月
諭
氏
の
両
氏
、
監
査
報
告
は

監
事
の
富
士
電
子
�
代
表
取
締
役
社
長

中
込
秀
明
氏
に
務
め
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
理
事
会
終
了
後
、
学
習
院
大

学
副
学
長
・
宮
川

努
氏
よ
り
「
震
災

後
の
日
本
経
済
を
展
望
す
る
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
た
（
詳
細
は
本
会
Ｈ

Ｐ
の
会
員
ペ
ー
ジ
に
収
録
し
た
講
演
資

料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１２ 月号

日本経団連 埼玉

新新
会会
長長
にに
西西
村村
和和
義義
氏氏
（（
日日
本本
信信
号号
��

代代
表表
取取
締締
役役
会会
長長
））
並並
びび
にに
十十
五五
名名
のの

新新
任任
副副
会会
長長
のの
就就
任任
がが
内内
定定
、、
一一
般般
社社

団団
法法
人人
移移
行行
議議
案案
もも
承承
認認

―
平
成
二
四
年
度
第
一
回
理
事
会

４・５
新
会
長
に
内
定
し
た
西
村
和
義
氏

理
事
会

正
副
会
長
会
議

講
演
す
る
宮
川
努
氏

― １ ―
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■役員の選任（※が今回の新任候補者 平成２４年５月１０日開催の定時総会・理事
会決議を経て正式に就任予定）

□会 長（１名）
※ 西村 和義（日本信号�代表取締役会長）
□副会長（２１名 内新任１５名）

加藤喜久雄（�武蔵野銀行 取締役頭取）
藤池 誠治（�デサン 代表取締役会長）
菊池 勇（ポーライト� 代表取締役会長）
吉野 寛治（吉野電化工業� 代表取締役社長）
椎名 幹芳（三国コカ・コーラボトリング� 代表取締役社長CEO）
発田 聡（UDトラックス�バイスプレジデント）

※ 上條 正仁（�埼玉りそな銀行 代表取締役社長）
※ �橋 重夫（日本ピストンリング� 代表取締役社長）
※ 橋元 健（キヤノン電子� 専務取締役）
※ 斉之平伸一（三州製菓� 代表取締役社長）
※ 牧 毅（東京ガス� 埼玉支社長）
※ 光山 由一（東日本電信電話� 埼玉支店長）
※ 原 敏成（武州瓦斯� 代表取締役社長）
※ 押澤 秀和（ボッシュ� 専務取締役）
※ 宮澤 政信（マルキユー� 代表取締役社長）
※ 小川 修一（AGS� 代表取締役社長）
※ 神田 正（�ハイデイ日高 代表取締役会長）
※ 田邊 昭治（�東日本旅客�道 執行役員大宮支社長）
※ 牛窪 啓詞（�愛工舎製作所 代表取締役）
※ 横塚 正秋（アサヒロジスティクス� 代表取締役会長）
※ 増田 文治（�マスダック 代表取締役社長）
□専務理事（１名）

根岸 茂文
□監事

中込 秀明（富士電子� 代表取締役社長）
※ 松本伸一郎（�松本商会 代表取締役社長）

（注）以上２３名の理事と２名の監事が一般社団法人移行時の理事・監事候補（代
表理事 西村 和義）

□顧問・名誉会長 原 宏（武州瓦斯� 代表取締役会長）
□顧問・特別顧問 利根 忠博（公立大学法人 埼玉県立大学 理事長）
□顧問・理 事 栗原 隆（太平洋セメント� 名誉顧問）
□顧問 （※） 森谷 文昭（日本ピストンリング� 名誉顧問）

■定款の一部変更（変更日 埼玉県知事の認可日）
□変更内容
定款第３章（役員及び職員）第１２条（役員の種別）の
うち、副会長の定数を現行の「５名以上８名以内」を
「１４名以上２１名以内」へ、埼玉県知事の認可を前提に変
更する。
□変更理由
１．会員数が激減するなか、副会長の大幅増員により体
制面の充実・強化を図り、安定的な経営基盤を構築
する。

２．副会長の増員により、委員会、研究会等の活動を大
幅に拡充し、もって産業経済および地域社会に対し
更なる貢献を図る。

■会費規定の一部変更（平成２４年５月１０日付）
□改定内容
役員特別負担金年額の内、会長の金額１０５万円を５０万円
へ改定する。
□改定理由
副会長の特別負担年額（１２６千円）との乖離幅を縮小す
るため。

■理事・監事の選任（平成２４年５月１０日付）
□新任理事
・上條 正仁（�埼玉りそな銀行 代表取締役社長）
・牛窪 啓詞（�愛工舎製作所 代表取締役）
・横塚 正秋（アサヒロジスティクス� 代表取締役会長）
・増田 文治（�マスダック 代表取締役社長）
□新任監事
・松本伸一郎（�松本商会 代表取締役社長）

■新定款のポイント（現行定款との主な変更点）
□名 称 一般社団法人埼玉県経営者協会
□事 業 各種セミナー、講演会・研修会等の開催を追加
□会 員 普通会員と特別会員（本社以外の工場・支店等

で入会する会員）で構成。なお、特別会員は総
会での議決権を有しない。

□幹事会 現行の理事会を業務推進機関として位置づけ幹
事会に変更する。これに伴い現行の常任理事、
理事は、常任幹事、幹事に移行する。

目

次

頁

�
平
成
二
四
年
四
月
理
事
会
・
正
副

会
長
会
議
・
目
次

１
〜
２

�
平
成
二
四
年
三
月
理
事
会
・
正
副

会
長
会
議
開
催

３
〜
６

�
特
別
セ
ミ
ナ
ー
・
地
域
社
会
問
題

委
員
会

７

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

８

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

９

�
新
入
社
員
研
修
会
・
第
三
三
次
小

笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

１０

�
企
業
に
お
け
る
教
育
支
援
活
動
に

関
す
る
調
査
結
果

１１
〜
１３

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法１４

〜
１６

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

１７
〜
１９

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２０

�
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

事
業
・
学
生
受
入
の
お
願
い
、
こ

ん
な
時
に
こ
ん
な
事
を

２１

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案
・
埼

玉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

２２

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

２３

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音

協

２４

理事の辞任・選任
１．辞任（敬称略・順不同）

事 由
人事異動
〃
〃

２．選任（敬称略・順不同）
事 由
人事異動
〃
〃

役 職 名
専務取締役

上級執行役員管理本部副本部長
企画管理部長

役 職 名
専務取締役

取締役上級執行役員管理本部長
企画管理部長

会 社 名
キヤノン電子�
サンケン電気�

富士重工業�産業機器カンパニー

会 社 名
キヤノン電子�
サンケン電気�

富士重工業�産業機器カンパニー

辞 任
池田 繁
沖野 達夫
石井 彰

選 任
橋元 健
太田 明
山岸 伸吾

役員名
常任理事
常任理事
理事

役員名
常任理事
常任理事
理事

理事の辞任・選任（平成２４年５月１０日付）
１．辞任（敬称略・順不同）

事 由
会社事由
〃

２．選任（敬称略・順不同）
事 由
会社事由

役 職 名
名誉顧問

代表取締役社長

役 職 名
代表取締役社長

会 社 名
日本ピストンリング�
�小島鉄工所

会 社 名
日本ピストンリング�

辞 任
森谷 文昭
小嶋 隆善

選 任
�橋 重夫

役員名
副会長
常任理事

役員名
副会長

主要議案の概要

― ２ ―
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三
月
二
六
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら
正
副
会
長

会
議
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か
ら
理
事
会
が

そ
れ
ぞ
れ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
内
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
、
会
長
代
行
、
五

名
の
副
会
長
、
利
根
特
別
顧
問
等
が
出
席
し
、
平

成
二
四
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
並
び
に
一

般
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
理
事
候
補
選
定
に
つ
い

て
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
ご
協
議
い
た
だ
い
た
。

特
に
、
一
般
社
団
法
人
移
行
時
の
理
事
選
任
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
勤
理
事

を
理
事
候
補
と
す
る
方
向
で
意
見
が
集
約
さ
れ
た
。

続
い
て
、
理
事
会
で
は
、
森
谷
会
長
代
行
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、
事
務
局

よ
り
、
副
会
長
の
大
幅
増
員
、
七
つ
の
委
員
会
・

研
究
会
の
新
設
等
、
本
会
の
組
織
・
機
能
の
強
化
・

拡
充
を
図
る
平
成
二
四
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

収
支
予
算
等
の
四
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
出
席
者
は
、
正
副
会
長
会
議
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
を
含
め
十
名
、
理
事
会
が
三
七
名
（
委
任

状
出
席
六
九
名
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
理
事
会
の

議
事
録
署
名
人
は
、
常
任
理
事
の
東
京
ガ
ス
�
埼

玉
支
社
長
牧

毅
氏
、
同
じ
く
常
勤
理
事
の
東
日

本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
の
光
山
由
一
氏
に
務

め
て
い
た
だ
い
た
。

理
事
会
の
議
案
は
次
の
通
り
。

�
平
成
二
四
年
度
事
業
計
画

�
平
成
二
四
年
度
収
支
予
算

�
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任

�
新
会
員
の
承
認

理
事
会
終
了
後
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

青
木
玲
子
氏
よ
り
「
子
供
と
幸
福
〜
超
高
齢
社
会
、

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
選
挙
制
度
の
あ
り
方
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
ま
ず
、
過
去
の
出
生
率
の
推
移
、
世

代
間
の
所
得
再
分
配
、
こ
れ
ま
で
の
国
政
選
挙
に

お
け
る
政
党
の
重
要
課
題
、
中
位
投
票
者
定
理
、

社
会
経
済
の
変
化
と
選
挙
制
度
の
変
遷
等
の
説
明

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
的
変

化
を
踏
ま
え
る
と
、「
青
年
期
、
壮
年
期
、
老
年

期
の
三
つ
の
選
挙
区
に
分
け
る
年
齢
別
選
挙
区
」、

「
十
歳
ご
と
の
選
挙
区
」、「
子
供
に
投
票
権
を
与

え
親
が
代
行
す
る
ド
ゥ
メ
イ
ン
投
票
法
」
な
ど
、

次
世
代
の
代
表
の
参
政
を
可
能
に
す
る
抜
本
的
な

選
挙
制
度
の
必
要
性
に
言
及
さ
れ
、
講
演
を
締
め

く
く
ら
れ
た
。（
詳
細
は
本
会
Ｈ
Ｐ
の
会
員
ペ
ー
ジ

に
収
録
し
た
講
演
資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

平平
成成
２２４４
年年
度度
事事
業業
計計
画画

基基
本本
方方
針針

平
成
２４
年
度
の
日
本
経
済
は
、
欧
州
の
景
気
後

退
な
ど
海
外
経
済
の
低
成
長
や
円
高
の
影
響
で
輸

出
が
伸
び
悩
む
と
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
震
災
か

ら
の
復
興
需
要
が
顕
在
化
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
内
需
要
を
中
心
に
景
気
回
復
を
維
持
す
る
も
の

と
み
ら
れ
、
実
質
経
済
成
長
率
は
１
％
台
後
半
か

ら
２
％
程
度
に
達
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
県
内
経
済
に
目
を
転
じ
る
と
、
震
災
か
ら
の

復
興
需
要
に
伴
う
直
接
的
な
景
気
押
し
上
げ
効
果

は
あ
ま
り
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
２４
年
度
の
実

質
経
済
成
長
率
は
全
国
を
や
や
下
回
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
足
許
の
経
済
情
勢
に
目
を
転
じ
る
と
、

米
景
気
の
回
復
や
復
興
需
要
へ
の
期
待
な
ど
か
ら
、

急
速
な
円
高
の
進
行
が
一
服
し
、
低
迷
し
て
い
た

株
価
も
回
復
基
調
で
推
移
、
加
え
て
企
業
業
績
も

増
益
に
転
じ
る
可
能
性
が
高
い
な
ど
、
明
る
い
兆

し
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
企
業
経
営
を
展
望
す

る
と
、
高
い
法
人
税
率
、
労
働
規
制
、
自
由
貿
易

協
定
の
遅
れ
、
温
暖
化
ガ
ス
削
減
、
電
力
不
足
と

値
上
げ
、
円
高
の
い
わ
ゆ
る
「
６
重
苦
」
に
加
え
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
新
興
国
の
台
頭
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴
う
内
需
の
低
迷
、
消

費
税
増
税
・
社
会
保
険
料
負
担
の
増
大
な
ど
諸
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
先
行
き
に
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
経
済
・
社
会
情
勢
の
下
、
埼
玉
県
で

は
、
上
田
知
事
の
も
と
、
埼
玉
エ
コ
タ
ウ
ン
、
埼

玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
、
健
康
長
寿
埼
玉
の
三
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
安
心
・
成
長
・

自
律
自
尊
の
埼
玉
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
重
点

政
策
分
野
と
位
置
づ
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
企
業
経
営
面
で
も
、
長
く
続
く
停
滞
感

を
打
ち
破
る
た
め
に
は
、
従
来
の
延
長
線
上
の
施

策
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な
対

応
と
産
業
構
造
の
変
革
を
踏
ま
え
た
、
技
術
革
新
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど
、
ま
さ
に
�
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
	
の
実
現
を
通
じ
、
新
た
な
成
長

戦
略
を
策
定
、
実
行
す
る
こ
と
が
、
最
重
要
か
つ

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
２４
年
度
は
、
従
来
に
も
増

し
て
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
会
員

企
業
同
士
の
情
報
交
換
機
会
の
拡
充
並
び
に
会
員

企
業
と
県
、
国
、
大
学
等
々
多
方
面
の
�
外
部
の

知
	
の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
コ
ー
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
共
創
・
協

業
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら
に
強
化
・
拡
充
し
て
い

き
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
経
済
社

会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る
と
と
も
に
県

政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学
そ
し
て
連
合
埼

玉
な
ど
と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県
経
済
社
会
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

事事
業業
活活
動動
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

１
�
産
学
官
連
携
の
強
化
〜
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
の
対
応
強

化
県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現

へ
向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士
の

情
報
交
換
機
会
の
大
幅
拡
充
や
産
業
界
と
国
・
県

の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
な
ど
教

育
界
と
の
連
携
強
化
に
取
組
む
。

２
�
情
報
提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
高
度
化
か
つ
広

範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た
め
に
、
委
員
会
・
研

究
会
の
新
設
な
ど
各
種
情
報
提
供
機
能
を
強
化
・

拡
充
し
て
い
く
。

３
�
安
定
し
た
組
織
・
経
営
基
盤
の
構
築

副
会
長
の
大
幅
増
員
等
に
よ
り
安
定
し
た
組

織
・
経
営
基
盤
を
構
築
し
、
会
員
増
強
を
図
る
と

と
も
に
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
推
進
し
て

い
く
。

４
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
そ
の
実

現
会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す
る
諸
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約
し
、

そ
の
解
決
に
努
め
る
。

５
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を
は
じ
め
多

種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等
の
公
設
委
員
会
議
な

ど
を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に
努
め
て
い
く
。

６
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
拡
充
の
た
め
、
ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
労
務
問
題

へ
の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、
埼
玉
県
・
埼
玉

労
働
局
・
連
合
埼
玉
と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
の
就
職
支
援
等

の
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

副副
会会
長長
のの
大大
幅幅
増増
員員
、、
委委
員員
会会
・・
研研
究究
会会
のの
新新
設設
等等
をを
骨骨
子子

とと
すす
るる
平平
成成
二二
四四
年年
度度
事事
業業
計計
画画
・・
収収
支支
予予
算算
をを
満満
場場
一一
致致

でで
可可
決決
〜〜
副副
会会
長長
にに
発発
田田
聡聡
氏氏
（（
ＵＵ
ＤＤ
トト
ララ
ッッ
クク
スス
ババ
イイ
スス

ププ
レレ
ジジ
デデ
ンン
トト
））
をを
選選
任任
―
平
成
二
三
年
度
第
四
回
理
事
会

一
般
社
団
法
人
移
行
時
の
理
事
候
補
と
し
て
、
会
長
、
副
会
長
、

常
勤
理
事
を
選
任
す
る
方
向
で
意
見
が
一
致
―
正
副
会
長
会
議

理
事
会
の
議
長
と
し
て
議
事
を
進
行
す

る
森
谷
会
長
代
行

講
演
す
る
青
木
玲
子
氏

一
般
社
団
法
人
移
行
時
の
理
事
候
補
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
正
副
会
長
会
議

― ３ ―
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事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
主
要
会
議
の
開
催

�
定
時
総
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
理
事
会

�
新
年
会
員
懇
談
会

２
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協
議
会
等
の
開

催
�
企
業
戦
略
研
究
会

�
産
業
教
育
委
員
会

�
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

�
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

�
人
事
労
務
委
員
会

	
地
域
社
会
問
題
委
員
会



会
員
増
強
委
員
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）



そ
の
他

３
�
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明
会
等
の
開
催

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
特
別
セ
ミ
ナ
ー

�
説
明
会

�
そ
の
他

４
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

�
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協
議
会

�
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議
会

�
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進
機

構
連
携
拠
点
推
進
委
員
会

５
�
日
本
経
団
連
関
連

�
幹
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

�
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
等

�
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
�
県
関
連

�
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業

�
労
働
委
員
会

�
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

�
そ
の
他

７
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

�
情
報
交
換
会

８
�
埼
玉
労
働
局
関
連

�
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

�
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

�
そ
の
他

９
�
連
合
埼
玉
関
連

�
意
見
交
換
会

�
�
講
座
・
講
習
事
業
等

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
管
理
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
第
３０
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現

場
管
理
担
当
者
養
成
講
座
（
全
６
講
）

�
労
働
法
・
労
務
関
係
・
法
規
講
座
・
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（
全
５
〜
６
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

�
賃
金
・
税
務
・
経
営
・
財
務
セ
ミ
ナ
ー

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
３３
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前
通
信
教

育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋
上
・
島
内
研

修
）

�
第
２６
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普
及

�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
４０
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１
年

�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の
民
間

講
師
派
遣

�
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報
・
結
果

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
状
況

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
状
況

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

３
�
経
営
動
向
調
査
・
会
員
意
識
調
査

４
�
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
」
調
査

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備

�
�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

愈
著
・
当
会
編
「
採
用
か
ら
退
職

ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成
２２
年
３
月
改

訂
第
１５
版
発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、
資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

	
�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど
資
格
者

の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、
貸
出

し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ
の
協
力

７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス



�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活
性
化
と

会
員
参
加
の
促
進

�
�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強
化
、
情

報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協
と
の
連

絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推
薦
と
連

絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と
の
連
絡
、

情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動


�
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進

２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同）
役員名 辞 任 会 社 名 役 職 名 事 由
副 会 長 坂上 優介 UDトラックス� 代表取締役社長 人事異動
常任理事 横田 隆 リコーユニテクノ� 代表取締役社長 人事異動
理 事 水村 清司 �かにや 代表取締役社長 人事異動
理 事 勝部 泰弘 国際チャート�桶川工場 代表取締役社長 会社事由
理 事 石井 康之 �正和大宮工場 代表取締役社長 会社事由
理 事 永野 克治 ダイニック�埼玉工場 工場長 会社事由
理 事 斉藤 安雄 日本信号� 取締役常務執行役員久喜事業所長 人事異動
理 事 細野 博隆 �細野鉄工所 代表取締役社長 会社事由
理 事 池嶋 勝治 前澤化成工業�熊谷工場 代表取締役社長 人事異動
理 事 �田 純一 望月印刷� 代表取締役社長 人事異動
理 事 大久保政一 吉見商事� 会長 人事異動

２．選任（敬称略・順不同）
役員名 選 任 会 社 名 役 職 名 事 由
副 会 長 発田 聡 UDトラックス� バイスプレジデント 人事異動
常任理事 中村 義之 リコーユニテクノ� 代表取締役社長 人事異動
理 事 水村真太郎 �かにや 専務取締役 人事異動
理 事 西村 和義 日本信号� 代表取締役会長 人事異動
理 事 住友 耕次 前澤化成工業�熊谷工場 取締役製造本部長 人事異動
理 事 望月 諭 望月印刷� 代表取締役社長 人事異動
理 事 大久保和政 吉見商事� 代表取締役社長 人事異動

― ４ ―



委
員
会
・
研
究
会
へ
の

委
員
登
録
の
お
願
い
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
、

さ
ら
に
は
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ

れ
る
共
創
・
協
業
の
進
展
等
、
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
激
変
し
て
お
り
、

か
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

等
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
課
題
も
ま
す

ま
す
高
度
化
、
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て

き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
各
種
情
報
提

供
機
能
を
さ
ら
に
強
化
・
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
会
員
企
業
同
士
の
情
報
交
換

機
会
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
従
来

の
「
人
事
労
務
委
員
会
」「
地
域
社
会

問
題
委
員
会
」
に
加
え
、
２４
年
度
は
以

下
の
７
つ
の
委
員
会
・
研
究
会
を
新
設

す
る
。

■
新
設
す
る
委
員
会
・
研
究
会

１
�
企
業
戦
略
研
究
会

◆
経
営
戦
略
に
関
す
る
研
究
者
の
講
演

並
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｍ
＆
Ａ
、

研
究
開
発
、
人
材
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
に
関
す
る
戦
略
事
例
の
研
究
等

を
通
じ
て
、
今
後
の
あ
る
べ
き
戦
略

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
事
例

研
究
の
一
環
と
し
て
、
独
自
戦
略
を

立
案
・
推
進
し
て
い
る
企
業
の
経
営

者
等
を
招
き
講
演
会
・
意
見
交
換
会

等
の
開
催
も
検
討
す
る
。

２
�
産
業
教
育
委
員
会

◆
教
育
局
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
学
校

視
察
等
を
通
じ
て
、
今
後
の
産
業
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
必

要
に
応
じ
教
育
行
政
へ
支
援
並
び
に

提
言
等
を
行
う
。
ま
た
、
教
育
現
場

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
企
業
に
お

け
る
今
後
の
あ
る
べ
き
教
育
支
援
策

を
検
討
す
る
。

３
�
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

◆
埼
玉
県
、
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
、

埼
玉
大
学
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

新
興
国
の
経
済
情
勢
・
進
出
に
関
連

す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

海
外
進
出
を
検
討
す
る
企
業
を
対
象

と
す
る
、
中
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど

新
興
国
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
ま
た
、
高
度
外
国
人
材
の
採

用
・
活
用
等
に
係
る
各
種
情
報
提
供

並
び
に
留
学
生
支
援
機
関
と
の
提

携
・
連
携
を
通
じ
、
企
業
の
高
度
外

国
人
材
の
採
用
・
育
成
等
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

◆
ま
た
、
高
度
外
国
人
材
の
採
用
・
活

用
等
に
係
る
各
種
情
報
提
供
並
び
に

留
学
生
支
援
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｐ
等
と
の

提
携
・
連
携
を
通
じ
、
企
業
の
高
度

外
国
人
材
の
採
用
・
育
成
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

４
�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

◆
各
種
企
業
の
不
祥
事
例
等
を
題
材
と

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
じ
企

業
倫
理
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
あ
る
べ
き
姿
、
企
業
の
危
機
管

理
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
等
に
つ
い
て
研
究
・

検
討
す
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連

携
を
図
る
な
ど
、
企
業
の
新
し
い
社

会
貢
献
活
動
の
形
を
検
討
す
る
。

５
�
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

◆
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
減
少
等

に
伴
う
、
日
本
の
人
口
構
成
・
世
帯

構
成
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
、
少
子
高
齢
化

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
セ

ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
研
究
・
検
討
す

る
。

６
�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

◆
埼
玉
県
は
今
後
、
急
速
に
高
齢
化
が

進
行
し
、
こ
れ
に
伴
い
生
産
年
齢
人

口
や
労
働
力
の
低
下
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
観
点
か
ら
女
性
の
就
業
環
境
の

整
備
及
び
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
な
ど
女
性
社
員
の
戦
力
化
を
目
指

し
た
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
等

を
開
催
す
る
。

７
�
人
事
労
務
委
員
会
（
既
設
）

◆
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
国
内
外
の
先

進
企
業
の
人
事
諸
制
度
、
組
織
活
性

化
策
を
学
ぶ
と
と
も
に
社
員
の
働
き

が
い
向
上
策
等
に
つ
い
て
も
研
究
・

検
討
す
る
。

８
�
地
域
社
会
問
題
委
員
会
（
既
設
）

◆
企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
セ
ミ
ナ

ー
・
講
演
会
等
を
通
じ
て
企
業
と
地

域
社
会
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
幅
広

く
検
討
す
る
。

９
�
会
員
増
強
委
員
会

◆
会
員
増
強
に
係
る
諸
施
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
会
員
紹
介
・
獲

得
に
向
け
た
活
動
を
企
画
・
推
進
す

る
。

■
委
員
会
・
研
究
会
の
運
営
に
つ
い
て

今
後
の
委
員
会
・
研
究
会
の
運
営
は

原
則
以
下
の
通
り
と
す
る
。（
会
員
増

強
委
員
会
は
除
く
）

�
２４
年
４
月
以
降
、
各
委
員
会
・
研
究

会
の
委
員
を
会
員
か
ら
随
時
募
集
し
、

各
会
に
は
、
原
則
副
会
長
を
委
員
長

と
し
て
配
置
す
る
。

�
当
面
の
運
営
は
事
務
局
中
心
で
運
営

す
る
が
、
将
来
的
に
は
委
員
長
並
び

に
各
委
員
を
中
心
と
し
た
運
営
に
移

行
す
る
。

�
各
委
員
会
・
研
究
会
に
は
原
則
と
し

て
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
の
教
授
陣

等
の
外
部
有
識
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
配
置
す
る
。

�
会
員
は
希
望
に
よ
り
複
数
の
委
員

会
・
研
究
会
に
所
属
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
１
社
２
名
上
限
）

�
ま
た
、
各
委
員
会
・
研
究
会
が
主
催

す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
会
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

�
委
員
会
・
研
究
会
で
研
究
し
た
成
果

等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
提
言

等
と
し
て
会
の
内
外
に
発
信
し
て
い

く
。

�
委
員
会
・
研
究
会
で
の
視
察
、
調
査

研
究
等
の
独
自
事
業
を
行
う
場
合
の

費
用
は
、
参
加
者
が
負
担
す
る
。

	
各
委
員
会
・
研
究
会
は
必
要
に
応
じ

て
会
員
外
に
も
公
開
す
る
。

拝
啓

時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
本
会
の
運
営
に
種
々
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
行
、
さ
ら
に
は
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
、
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

代
表
さ
れ
る
共
創
・
協
業
の
進
展
等
、

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
激
変
し

て
お
り
、
か
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
推
進
等
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
課

題
も
ま
す
ま
す
高
度
化
、
広
範
多
岐
に

わ
た
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
２４
年
度
よ
り

各
種
情
報
提
供
機
能
を
さ
ら
に
強
化
・

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
会
員
企
業
同
士

の
情
報
交
換
機
会
の
充
実
を
図
る
観
点

か
ら
、「
企
業
戦
略
研
究
会
」、「
産
業

教
育
委
員
会
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
」、

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
」、「
少
子
高
齢
化
対

策
研
究
会
」、「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進

委
員
会
」、「
会
員
増
強
委
員
会
」
の
７

つ
の
委
員
会
・
研
究
会
が
新
設
さ
れ
、

既
存
の
「
人
事
労
務
委
員
会
」、「
地
域

社
会
問
題
委
員
会
」
と
あ
わ
せ
、
本
会

は
９
つ
の
委
員
会
・
研
究
会
を
組
織
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
３

月
３０
日
付
で
ご
送
付
い
た
し
ま
し
た

「
委
員
会
・
研
究
会
の
概
要
と
運
営
ル

ー
ル
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
同
封
の

委
員
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
５
月
２５
日


ま
で
に
、
埼
玉

県
経
営
者
協
会
宛
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
委
員
と
し
て
の
ご
登
録
は
全

て
の
委
員
会
・
研
究
会
に
１
会
員
２
名

を
上
限
に
登
録
す
る
こ
と
で
き
ま
す
の

で
、
積
極
的
な
ご
登
録
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
２４
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

〜
委
員
会
・
研
究
会
の
新
設
〜

― ５ ―



平
成
２４
年
度
事
業
実
施
計
画
表
（
案
）（
太
字
は
新
規
事
業
）

３
月

下
旬○○

中
旬○○�

上
旬○○�安
全○

２
月

下
旬○○

中
旬○○○○○○�四
者
面
談

○

上
旬○○○○リ
ー
ダ
ー

○
労
働
法
○

（
平
成
２５
年
）１
月

下
旬○○��○

中
旬○

上
旬�

１２
月

下
旬

中
旬○○�

上
旬○○○

１１
月

下
旬○○○○リ
ー
ダ
ー

○

中
旬○○○○��

上
旬○○給与・年調
○

第
４
回
○

ゴ
ル
フ
○

１０
月

下
旬�報
告
会
○賃
金○

フ
ォ
ロ
ー

○

中
旬○○�

上
旬○小
笠
原

	
～



９
月

下
旬�○

中
旬��○��衛
生○

第
３
回
○

上
旬
○�

８
月

下
旬�○○安
全○

第
２
回
�

中
旬

上
旬�衛
生

�



７
月

下
旬○○○�第
１
回
�

中
旬○��○○�○��

上
旬�	�剣
道�

６
月

下
旬���

中
旬�����
�

上
旬	総
会�

説
明
会
○�ゴ
ル
フ
�

５
月

下
旬

�
��

中
旬��

上
旬��

（
平
成
２４
年
）４
月

下
旬

中
旬����

上
旬

新
入
社
員

�

事
業

名

定
時
総
会

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会

新
年
会
員
懇
談
会

企
業
戦
略
研
究
会

産
業
教
育
委
員
会

グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

C
SR
委
員
会

少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

人
事
労
務
委
員
会

地
域
社
会
問
題
委
員
会

会
員
増
強
委
員
会

地
区
協
議
会

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

特
別
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明
会

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

幹
事
会

地
方
団
体
連
絡
協
議
会・会

長
会
議

関
東
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会
等

県
首
脳
と
の
懇
談
（
随
時
）

県
と
共
催
研
修（
民
間
企
業
に
学
ぶ
）

人
材
交
流
事
業
・
会
議（
随
時
）

教
員
の
長
期
派
遣
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会・成

果
報
告
会

社
会
経
済
視
察
団

衛
生
管
理
者
・
安
全
管
理
者

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者

養
成
講
座
（
全
６
講
）

賃
金・税

務・経
営・財

務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
関
係
講
座

各
種
セ
ミ
ナ
ー

小
笠
原
洋
上
研
修

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

新
入
社
員
研
修・フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

剣
道
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会

項
目

会
議
等
の
開
催

委
員
会
、
研

究
会
地
区
協

議
会
の
開
催

セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
等
の
開
催

産
学
連
携
事
業

日
本
経
済
団

体
連
合
会
関

連県
関
連

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

海
外
視
察

講
座
・
講
習
等

教
育
啓
発
活
動

文
化・体

育
活
動

会務事業

― ６ ―



平
成
二
十
三
年
度
の
地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
委
員
長
�
光
山
由
一
東
日
本
電
信
電
話
�
埼

玉
支
店
長
）
を
三
月
十
二
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
会
議
室
で
開
催
し
、
三

十
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
、「
企
業

の
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
向
け
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
埼
玉
労
働
局
お
よ
び
埼
玉
県
か
ら
の

説
明
、
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
演
、

中
小
企
業
の
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
事
例
発
表

と
、
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
企
業
、
特
に
中
小

企
業
の
障
害
者
雇
用
促
進
策
な
ど
に
つ
い
て
、

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

開
会
に
あ
た
り
光
山
委
員
長
は
「
企
業
に
と

っ
て
、
障
害
者
雇
用
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い

る
。
埼
玉
県
内
の
雇
用
情
勢
も
厳
し
く
、
雇
用

の
機
会
を
拡
充
し
、
障
害
者
の
方
を
一
人
で
も

多
く
就
職
に
結
び
付
け
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
挨
拶
さ
れ
説

明
の
部
へ
と
移
っ
た
。

は
じ
め
に
、
安
藤
よ
し
子
埼
玉
労
働
局
長
が

「
埼
玉
県
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
課

題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
障
害
者
雇
用
促
進
法
の

概
要
や
障
害
者
雇
用
率
、
障
害
者
雇
用
に
対
す

る
各
種
助
成
制
度
・
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
さ

れ
「
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
を
活

か
し
雇
用
す
る
こ
と
は
、
多
角
的
な
視
点
で
障

害
者
雇
用
を
考
え
る
こ
と
や
、
き
め
細
か
な
雇

用
管
理
を
実
践
す
る
機
会
で
も
あ
り
、
一
つ
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
、
障
害
者
雇
用
促
進
を
お
願
い
し
た
。

続
い
て
、
杉
野
勝
也
埼
玉
県
産
業
労
働
部
就
業

支
援
課
長
が
「
緊
急
障
害
者
雇
用
支
援
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
埼
玉
県
に
よ
る
取
組
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
埼
玉
県
の
障
害
者
雇

用
支
援
策
に
つ
い
て
、
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
や
各
種
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内
容
、「
障

害
者
雇
用
開
拓
員
配
置
事
業
」な
ど
を
説
明
し
た
。

引
き
続
き
、
丹
下
一
男
一
般
社
団
法
人
障
害

者
雇
用
企
業
支
援
協
会
の
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
、「
障
害
者
雇
用
を
考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
�
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
企
業
の

意
識
、
�
障
害
者
雇
用
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
構
成

す
る
事
項
、
�
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
い
う
障

害
者
の
定
義
・
分
類
、
�
障
害
者
雇
用
に
当
た

っ
て
考
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
講
演
、

「
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
雇
う
側
が
個
性
を

見
極
め
、
適
正
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
な

ど
の
活
用
が
大
事
」
と
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
中
小
企
業
の
取
組
事
例
発
表
と
し

て
、
二
社
の
方
か
ら
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。

�
関
東
食
糧
�
・
桶
川
市
・
外
食
産
業
用
業
務

用
食
材
、
厨
房
機
器
の
販
売

�
�
千
代
田
技
研
・
川
口
市
・
ダ
イ
カ
ス
ト
製

品
の
鋳
造
・
加
工
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

発
表
い
た
だ
い
た
関
東
食
糧
の
飯
田
晃
久
営

業
サ
ポ
ー
ト
部
次
長
は
、
約
二
年
前
か
ら
事
務

職
で
三
名
の
障
害
者
を
雇
用
し
た
き
っ
か
け
、

当
初
の
苦
労
談
、
改
善
事
例
な
ど
を
説
明
さ
れ
、

今
後
の
指
導
方
針
と
し
て
「
作
業
内
容
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
や
社
員
の
意
識
向
上
を
図
り
、
就

労
満
足
度
の
高
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

ま
た
、
千
代
田
技
研
は
従
業
員
数
七
〇
名
の

会
社
で
七
名
の
障
害
者
を
雇
用
し
て
お
り
、
平

成
十
年
に
は
労
働
大
臣
表
彰
も
受
賞
し
て
い
る
。

発
表
い
た
だ
い
た
鈴
木
静
子
代
表
取
締
役
会
長

は
、「
障
害
者
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
接
し
方

や
指
導
方
法
の
工
夫
が
大
切
で
、
と
に
か
く
愛

情
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
」
そ
し
て
『
障
害
者

の
働
く
喜
び
が
私
た
ち
の
生
き
が
い
』
と
ま
と

め
た
。

平
成
二
四
年
三
月
七
日
	
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
九
階
九
〇
六
研
修
室
で
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「

長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
�
〜
柏
市
豊
四

季
台
地
域
・
高
齢
社
会
総
合
研
究
会
の
取
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
」
が
開
催
さ
れ
、
二
五
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
ま

す
が
、
現
状
、
高
齢
化
率
が
都
市
部
よ
り
地
方

圏
の
方
が
高
い
こ
と
か
ら
、
都
市
部
高
齢
化
の

社
会
・
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
が
十
分

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

因
み
に
、
二
〇
一
〇
年
度
の
国
勢
調
査
結
果

と
二
〇
三
五
年
人
口
推
計
結
果
を
比
較
す
る
と
、

こ
の
二
五
年
間
で
、
現
在
高
齢
化
率
が
全
国
一

位
の
秋
田
県
、
二
位
の
島
根
県
で
は
高
齢
者
数

は
横
這
い
で
推
移
す
る
の
に
対
し
、
埼
玉
県
は

六
五
万
人
の
増
加
と
高
齢
者
数
が
激
増
し
、
逆

に
生
産
年
齢
人
口
は
一
一
七
万
人
の
減
少
と
大

阪
府
に
次
い
で
全
国
第
二
位
の
減
少
県
と
な
る

と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
超
高
齢
社
会
突
入
の
影
響
は

今
後
都
市
部
で
顕
著
に
表
れ
、
住
民
生
活
だ
け

で
な
く
、
企
業
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
都
市

部
の
「
超
高
齢
化
」
対
策
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
東

京
大
学
、
柏
市
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
三
者
で
発

足
し
た
「
柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
社
会
総
合

研
究
会
」に
よ
る「
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
内
容
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
中
心
的

役
割
を
務
め
ら
れ
て
い
る
、
東
京
大
学
高
齢
社

会
総
合
研
究
機
構
学
術
支
援
専
門
職
員
の
木
村

清
一
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
、
木
村
氏
か
ら
は
、

「
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
在
宅
医
療
・

看
護
・
介
護
等
の
連
携
と
生
き
が
い
・
就
労
の

創
出
に
あ
る
」
と
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

き
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
ど
の
よ
う
に
市
民

に
呼
び
掛
け
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
実
現
を
目

指
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
市
民

と
と
も
に
議
論
を
深
め
る
と
い
う
キ
ッ
ク
・
オ

フ
の
段
階
か
ら
現
在
ま
で
の
取
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
用
い
な
が
ら
、
具
体

的
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
木
村
氏
か
ら
は
以
下
の
二

つ
の
柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
社
会
総
合
研
究

会
の
提
案
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
高
齢
者
パ
ワ
ー
を
活
用
し
た
農
業
活
性
化
、

学
童
保
育
で
子
世
代
・
孫
世
代
の
応
援
、
さ

ら
に
は
生
活
支
援
で
親
世
代
の
応
援
等
行
う

こ
と
を
通
じ
た
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し

く
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

�
医
療
、
福
祉
に
係
る
専
門
家
や
組
織
が
連
携

し
て
生
活
を
多
方
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
通

じ
て
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
の
住
み
慣
れ
た
家

で
必
要
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
「
い

つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

特
別
セ
ミ
ナ
ー
「�
長
寿
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
�
に
つ
い
て
学
ぶ
」
開
催

「
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
考
え
る
」

地
域
社
会
問
題
委
員
会
を
開
催

光
山
由
一
委
員
長
（
東
日
本

電
信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
）

安
藤
よ
し
子
埼
玉
労
働
局
長

飯
田
晃
久
関
東
食
糧
�
営
業

サ
ポ
ー
ト
部
次
長

鈴
木
静
子
�
千
代
田
技
研
代

表
取
締
役
会
長

講
演
す
る
木
村
清
一
氏
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通常の建設機械と同様に

使用できる建設ロボット

の実現と環境整備

学歴・略歴

程島 竜一

（ほどじま りゅういち）

２００６年東京工業大学大学

院理工学研究科博士課程

修了。同年同大学大学院

理 工 学 研 究 科２１世 紀

COE研究員、２００８年同

大学 SMS創造開発セン

ター特任助教、２００９年総

務省消防庁消防大学校消

防研究センター研究官、

２０１０年埼玉大学大学院理

工学研究科助教、現在に

至る。ロボットの機構設

計や運動制御、歩行ロボ

ットの研究に従事。博士

（工学）。

国土の７０％以上が山地である日
本では、線路や道路を通すため山の側面を削って
法面（斜面）を形成する工事が多数行われている。
これらの法面では崖崩れ防止のために、鉄筋コン
クリートフレームを設置して法面を安定させる工
事や、法面に穴を掘りロックボルト・永久アンカ
ーボルトを打ち込んで法面を補強する工事が行わ
れる。そして、通常ボルトを打ち込む法面の補強
工事では、ボルトを打ち込むための穴を掘る掘削
工事が必要である。従来の掘削工事はほとんどの
工程が人手で行われてきたため、著しく非効率で
多大なコストと時間を要し、また作業員の滑落な
どの事故に繋がる危険度も高い。したがって、そ
の作業の自動化が強く望まれているのが現状であ
る。この要求に応えるため、このような凹凸型不
整地において脚形態が発揮できる特性に注目し、
既存の建設工法を改良するため図のような法面作
業ロボットを開発した。
ロックボルト工法の工程の一つである掘削工事
を行うために開発したこのロボットは、全重量７
ton、脚長３．７�の世界最大の４足歩行ロボットで
ある。この４足歩行型法面作業ロボットは、法面

までは機体下部のクローラで移動し、法面では張
力制御されたワイヤーの牽引により重力補償され
ることで平地と同様な歩行が可能である。また測
量技術を応用した地図生成システムと自己位置同
定システムを搭載しているので、常に自己位置を
認識しながら目的の工事場所に移動可能である。
目的の掘削場所では背中に搭載した掘削機を垂直
に起こし掘削工事を行う。これまでは掘削機の先
端を掘削箇所の正確な位置に合わせることは地形
が複雑なため困難であったが、このロボットは４
つの脚で機体の姿勢を制御し地形の凹凸を吸収で
きるため、高い安定性を保ったまま掘削作業を行
える。さらに法面という極限環境を安全に移動す
るために特別な歩行方法を開発し、多くの計算機
シミュレーショ
ンと実験を繰り
返した。これま
でに山梨県南ア
ルプス市などで
試験運用の実績
がある。

植物工場における植物に

よる植物のためのセンシ

ングと環境コントロール

学歴・略歴

長谷川有貴

（はせがわ ゆき）

１９９９年埼玉大学教育学部

卒業、２００１年同大学院教

育学研究科修士課程修了。

２００５年博士（工学）を取

得（埼玉大学）。２００２年

同工学部情報システム工

学科助手、２００６年同工学

部電気電子システム工学

科助手、２００７年同大学院

理工学研究科助教、現在

に至る。植物の生体電位

を用いた環境モニタリン

グ技術の開発、味覚セン

サの開発などに従事。

植物の生体電位は、植物細胞内
外のイオン濃度差によって発生する電気信号であ
り、人間の脳波や心電図と同様に、植物の状態を
知る重要な指標の一つであると考えられている。
そもそも植物は、敏感な環境認識能力や適応能力
を有しており、この情報を生体電位応答という物
理量としてリアルタイムで捉えることによって、
植物を自身の活性状態や周囲環境の変化を知るた
めのセンサとして利用することが可能となる。
近年、国を挙げての普及が進められている植物
工場などの施設栽培では、運用時の電気代などの
コスト面が大きな課題となっているが、生育中の
植物の活性状態を生体電位によって観測し、必要
以上の水や光を与えずに、植物にとって最も生長
効率の良い環境を実現すれば、運用時にかかるコ
ストも最適化することが可能となる。従来から行
われていた生体電位研究では、光、熱、温度変化
などの外部刺激によって生体電位が敏感に反応す
ることは確認されていたが、その応答と光合成や
蒸散などの生理活動との関連については十分明ら
かにされていなかった。しかし、我々が近年進め
ている研究によって、光の照射を開始したときの

植物の生体電位応答の大きさが光合成効率と有意
な相関関係にあることなど、電位応答と光合成反
応との詳細な関わりが明らかにされつつある。ま
た、植物は照射する光の波長や周期によって生長
促進・抑制が起こったり、栄養成分が増加したり
する性質を持つことが知られており、これらの光
条件の違いも生体電位応答に反映されることが明
らかになっている。
今後さらに研究を進め、植物の生体電位測定に
よってモニタリングした情報を栽培環境コントロ
ール条件に用いることで、これまでには視覚化す
ることが困難であった植物の状態をリアルタイム
で把握し、生長促進かつ栄養豊富な植物の育成が
可能となる。また、この技術を、植物の状態を視
覚的に確認し、楽し
みながら栽培する菜
園キットの一部とし
て導入することで、
食育効果の高い家庭
菜園が実現できると
考えられる。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

工期短縮・省力化を可能にする４足歩行型法面作業ロボット
埼玉大学大学院理工学研究科 程 島 竜 一 助教

植物の生体電位測定による環境モニタリング
埼玉大学大学院理工学研究科 長谷川 有 貴 助教

複雑な地形を歩行するロボットと操縦者

生体電位を利用した「元気度メー
ター」と試作した菜園キット

― ８ ―
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高さ６３４�の東京スカイツリーが５月２２日にオープンします。
独立電波塔として世界一の高さで、日本の建設技術の粋を集め
たものです。建築構造技術者の一人として、誇らしく、嬉しく
てたまりません。ひさびさに明るい話題です。
東京スカイツリーには“五重塔”と同じ“制震（せいしん）”
技術が使われているという話を、構造設計を担当された日建設
計の慶伊道夫氏からから伺いました。
“制震”は“耐震（たいしん）”と同様に地震から建物を守
る技術です。“耐震”は柱や梁を太くし、壁や筋交いを入れて、
丈夫にすることで、地震の揺れに真正面から抵抗します。いっ
ぽう、“制震”は、地震の揺れを受け入れて、しかも内部でそ
のエネルギーを消費して、全体の揺れを抑制します。
五重塔には、心柱と呼ばれる１本の柱が１層から最上階まで
貫いて通り、これが地震時に周囲の骨組みとは別に動き、周囲

の骨組みとぶつかり合って、互いの揺れを打ち消しあう仕組み
になっています。
スカイツリーにも鉄筋コンクリートの心柱（円筒状の階段
室）が通っていて、周囲の鉄骨との間にあるエネルギー吸収装
置で揺れを吸収・消費します。“心柱制震”と命名されたそう
です。古来の技術が最先端の建築に見事に活かされています。
五重塔だけでなく、伝統木造建築には制震機能が備わってい
ます。はめ込み式の仕口や継手で“ギュッ、ギュッ”と木材が
擦れ合い、押合って、揺れのエネルギーを消費します。実に旨
い仕組みです。
ものつくり大学の学生諸君にも、伝統技術から知先人の知恵
を学んで欲しい。そして、それを新しい時代に活用できる人材
に育って欲しいと願っています。

現在、日本のものづくりの技術力が世界に誇れる明るい話題
として、本年５月にオープンする「東京スカイツリー」があり
ます。しかし一方、日本の製造業全体としては、団塊世代の熟
練技能者が大量に退職する時期を迎え、溶接の分野においても
その技能の伝承が問題となっています。筆者は長年、若者に溶
接の技術や技能の教育指導を行う仕事に携わる中、溶接技能の
デジタル化や技能の伝承が可能になるシステムの開発を試みて
きました。図１が開発した溶接技能解析・伝承システムの全体
概要です。データ収集部の６軸リンク機構に溶接トーチを装着
して実際の溶接を行うことで、溶接中に行っている作業者の三
次元のトーチの移動軌跡や速度変化データなどを採取し、これ
をCRT画面で観察することで、溶接中のトーチ操作の状況な
どの解析が可能となります。さらに、こうした技能データを溶
接ロボットに転送することで、技能者が行ったのと同様な溶接
状況の再現動作が可能になっています。すなわち、こうしたシ
ステムを用いることで、�未熟練者の場合は、自身が行った溶

接結果と溶接中のトーチ姿勢や突出し長さ、トーチ移動形態な
どを比較観察することで、どのような点を改善することで更に
技能の上達が可能かといった理解が容易となる（図２）。�保
存した熟練者の技能データをシミュレーション機能を利用して
観察することで、熟練技能者の溶接の手法が何度でも参照でき
る。�保存した技能データを溶接ロボットで再現動作させるこ
とで、実際と同様な熟練者の溶接
状況の観察が何時でも可能になる。
などです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

伝統技術を現在に活かす
建設学科 坂 口 昇 教授

坂口 昇（さかぐち のぼる）教授、京都大学大学院修士課程修了、博士（工学）、清水建設株式会社勤務を経て２００３年４月か
らものつくり大学教授。建築構造学。日本建築学会会員。日本コンクリート工学協会会員（連絡先：０４８‐５６４‐３８６３／sakaguchi@
iot.ac.jp）

溶接技能解析・伝承システムの開発
製造学科 日 向 輝 彦 教授

日向 輝彦（ひなた てるひこ）教授・博士（工学） 職業訓練大学校卒業 東工大博士（工学）、職業能力開発総合大学校 産
業機械科助教授を経て、２００１年よりものつくり大学教授となり現在に至る。専門分野：溶接施工、溶接技能教育（連絡先：０４８‐
５６４‐３８３０）

未熟練者の場合

図２ 立向溶接のトーチ軌跡の比較

熟練者の場合

図１ 溶接技能解析・伝承システム

― ９ ―
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新
入
社
員
研
修
が
四
月
六
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
三
六
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
根
岸
茂
文
専
務
理

事
よ
り
「
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
皆
さ
ん
へ

一
先
輩
か
ら
贈
る
言

葉
」
ど
題
し
て
挨
拶
。

続
い
て
「『
考
え
る
』
が
大
切
な
理

由（
ワ
ケ
）」と
題
し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

シ
ネ
マ
�
人
事
総
務
部
人
材
開
発
チ
ー

ム
の
内
橋
洋
美
氏
に
よ
る
基
調
講
演
。

冒
頭
「
入
社
を
選
択
し
た
理
由
」「
働

く
目
的
」「
三
年
以
内
に
会
社
で
必
要

と
さ
れ
る
と
思
う
能
力
・
ス
キ
ル
」
に

関
し
て
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を
し

た
後
、
講
演
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る「『
考

え
る
』
こ
と
の
大
切
さ
」
に
関
し
て
「
考

え
方
・
受
け
止
め
方
の
違
い
が
分
岐
点

と
な
り
、
色
々
な
チ
ャ
ン
ス
と
出
会
え

る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。
マ
イ
ナ
ス
な

環
境
の
中
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
見

つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
た
だ
単
に
こ
な
す
の
で
は
な
く
、
仕

事
の
意
味
や
背
景
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
。
色
々
な
仕
事
が
出
来
る
環
境
を
自

分
で
作
り
出
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
、

自
ら
『
考
え
る
』
こ
と
を
大
切
に
し
て

充
実
し
た
社
会
人
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
ま
と
め
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師
古
澤
美
奈
子
氏
に
よ

る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
ロ
ハ
ガ
ス
�
�
、
牛
山
電
工
�
�
、

�
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

�
、
�
関
東
日
立
�
、
社
会
福
祉
法
人

隼
人
会
鴻
巣
ま
き
ば
園
�
、
財
団
法
人

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
�
、
太
陽
管

財
�
�
、
�
デ
サ
ン
�
、
東
京
イ
ン
キ

�
�
、
�
プ
ラ
コ
ー
�
、
マ
ル
キ
ユ
ー

�
�
、
も
し
も
ん
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
三
六
名
。

☆
全
研
修
日
程

二
〇
一
二
年
六
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
	
七
月
三
十
日



第
二
回
：
八
月
二
十
七
日



第
三
回
	
九
月
二
十
四
日



◆
洋
上
・
島
内
研
修
（
予
定
）

十
月
四
日
�
〜
九
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
初
旬
（
予
定
）

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

五
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、
七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参
加
費

一
九
三
、
〇
〇
〇
円

洋
上
研
修
の
主
な
狙
い

◇
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体
験
的
に

学
ぶ

◇
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
高
め
る

◇
自
己
革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を

提
供
す
る

第
三
十
三
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

今
次
で
三
十
三
回
目
を
迎
え
た
歴
史

あ
る
こ
の
研
修
は
、
一
貫
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己

参
画
型
の
研
修
で
す
。

六
カ
月
に
亘
る
長
期
人
材
育
成
研
修

と
し
て
定
着
し
て
お
り
参
加
企
業
も
過

去
約
一
七
〇
社
、
参
加
者
も
二
、
一
〇

〇
名
を
超
え
る
実
績
あ
る
研
修
で
す
。

東
京
竹
芝
か
ら
約
一
、
〇
〇
〇


離

れ
た
小
笠
原
を
往
復
す
る
六
日
間
航
路

で
の
船
内
洋
上
研
修
や
島
内
で
の
体
験

型
研
修
を
メ
イ
ン
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
を
通
信
教

育
や
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
フ
ォ

ロ
ー
研
修
で
成
果
や
課
題
を
ふ
り
か
え

る
こ
と
で
、
職
場
で
の
実
践
に
活
か
せ

る
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

様
々
な
環
境
の
変
化
が
激
し
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
企
業
に
も
個
人
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
本
を
し
っ
か
り
学

び
つ
つ
、「
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
」

を
通
し
て
、
明
日
へ
の
第
一
歩
に
つ
な

が
る
た
め
の
き
っ
か
け
を
提
供
い
た
し

ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
ご
派
遣
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
洋
上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話
〇
四
八
―
六
四
七

―
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

新新
入入
社社
員員
研研
修修
開開
催催

第３３次
世世
界界
自自
然然
遺遺
産産
「「
小小
笠笠
原原
」」
でで

リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
研研
修修
をを
！！

「「
きき
づづ
きき
・・
ふふ
りり
かか
ええ
りり
」」

小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

基
調
講
演
を
す
る
内
橋
洋
美
氏

研
修
風
景
１

研
修
風
景
２

研
修
風
景
３

―１０―



� アンケート調査の概要

１ 調査対象及び調査数：�埼玉県経営者協会 会員企業６５０先

２ 調査方法：緊急調査のため、FAXによる配布・回収

３ 調査期間：平成２４年１月２０日～２月２９日

４ 有効回収数及び回収率：１５３先（２３．５％）

５ 調査機関：�埼玉県経営者協会

� 調査結果の概要

Ｑ１ 貴社における教育支援活動の実施状況について。 〔回答１５３〕

Ｑ２ 上記教育支援活動を実施している企業はいつ頃から実施しているか。 〔回答１０８〕

「企業における教育支援活動」に関するアンケート調査結果

―１１―



合計

２０６（４８．５％）

５３（１２．５％）

２９（６．８％）

３８（８．９％）

１７（４．０％）

４０（９．４％）

２７（６．４％）

１５（３．５％）

４２５（１００％）

その他

１３

６

８

６

２

８

８

４

５５

１２．９％

大学生

５２

１６

５

５

３

６

４

２

９３

２１．９％

専門学校生

２４

６

２

４

２

２

３

１

４４

１０．４％

高校生

４７

１０

６

１１

１

４

５

３

８７

２０．５％

中学生

５１

７

２

７

３

８

３

２

８３

１９．５％

小学生

１９

８

６

５

６

１２

４

３

６３

１４．８％

Ａ 事業所への受入

Ｂ 講師派遣

Ｃ 経済的な支援

Ｄ 教員採用・研修への支援

Ｅ 授業プログラムの提供

Ｆ イベント実施

Ｇ コンテンツ提供

Ｈ その他

（回答数）

（率）
合計

Ａ 事業所への受入 例：施設・工場・研究室等見学、職場体験・インターンシップ、職場インタビュー等
Ｂ 講師派遣 例：社会人講師の派遣、運動部活動への指導者派遣
Ｃ 経済的な支援 例：イベント・バザー等への寄付（金銭・現物等）、グランド・施設開放、

スポーツ大会協賛
Ｄ 教員採用・研修の支援 例：教員採用面接官派遣、教員教育の支援、職場体験受入
Ｅ 授業プログラムの提供 例：理科実験プログラム、環境プログラム、金融プログラム、

創業プログラム、各種スポーツプログラム、外国語会話プログラム
Ｆ イベント実施 例：コンテスト、発表会、各種フェアへの出店
Ｇ コンテンツ提供 例：教材用の冊子、ホームページでの情報提供
Ｈ その他 例：社員ボランティア活動

〔例示事項以外の活動内容例（自由記述）〕
�特別支援学校での手焼きせんべい実演・体験
�卒業研究の課題提供と資金援助（職業能力開発大学校・デザイン課に支援）
�中国・西安における幼稚園事業

Ｑ３ 教育支援活動を実施している企業の支援活動に該当する対象。 〔回答数・率〕

〔教育支援活動の具体例〕

Ｑ４ 教育支援活動を実施しているないし、今後実施検討

をしたい企業が支援活動を実施することによって、

どのようなメリット・効果があった（ある）か。

Ｑ５ 教育支援活動を実施しているないし、今後

実施検討をしたい企業が支援活動を実施す

ることにより、参加者（児童・生徒・学生）

にどのような効果があった（ある）か。

―１２―



合計

２４３（５０．８％）

４５（９．４％）

３３（６．９％）

４２（８．８％）

２３（４．８％）

５６（１１．７％）

２９（６．１％）

７（１．５％）

４７８（１００％）

その他

１５

６

７

５

２

８

７

１

５１

１０．７％

大学生

６４

１５

６

７

３

１０

８

０

１１３

２３．６％

専門学校生

４６

７

４

８

１

９

５

１

８１

１６．９％

高校生

６１

５

４

９

３

９

５

１

９７

２０．３％

中学生

３６

６

５

７

７

９

２

２

７４

１５．５％

小学生

２１

６

７

６

７

１１

２

２

６２

１３．０％

Ａ 事業所への受入

Ｂ 講師派遣

Ｃ 経済的な支援

Ｄ 教員採用・研修への支援

Ｅ 授業プログラムの提供

Ｆ イベント実施

Ｇ コンテンツ提供

Ｈ その他

回答数

率
合計

Ｑ６ 教育支援活動を実施ないしは今後実施を検討している企業が今後実施したいと考えている教育支援活動お

よび該当する対象は。 〔回答数・率〕

※支援活動の具体例はQ３と同様

Ｑ７ 上記Ｑ６で「Ｂ講師派遣」を選択した企業で、具

体的に講師派遣が可能なテーマ・分野について

Ｑ８ 企業が教育支援活動を実施する際の課題に

ついてどのようなお考えか

―１３―



七

労
働
者
の

損
害
賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

６

身
元
保
証
人
に
対
す
る

損
害
請
求
を
め
ぐ
っ
て

�
身
元
保
証
人
の
保
証
責
任
は
本
人
の

業
務
関
連
事
由
に
限
定
さ
れ
る
か

身
元
保
証
人
の
賠
償
す
べ
き
損
害
賠

償
責
任
は
、
本
人
が
会
社
に
損
害
を
か

け
た
事
由
が
本
人
の
従
事
す
る
業
務
に

関
連
す
る
事
由
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
通
例
身
元
保
証
書
に
お
い
て

は
、
本
人
が
会
社
に
か
け
た
損
害
に
つ

い
て
、「
一
切
の
損
害
を
賠
償
す
る
」

旨
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題

と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
文
書
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
身
元
保
証
の
趣
旨
を
解
釈
し
て
判

断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
身
元
本
人
の
勤
先
や

そ
の
従
事
す
べ
き
業
務
の
種
類
・
内
容

は
身
元
保
証
人
に
と
っ
て
重
大
な
関
心

事
で
あ
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
身
元
保

証
を
引
受
け
る
者
は
、
身
元
本
人
が
特

定
の
使
用
者
の
被
用
者
と
し
て
、
現
在

お
よ
び
将
来
に
わ
た
っ
て
、
ど
う
い
う

業
務
に
従
事
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
を
大
体
に
お
い
て
予
測
し
、
そ
れ

を
基
礎
と
し
て
、
具
体
的
賠
償
責
任
発

生
の
危
険
の
有
無
お
よ
び
程
度
な
ど
も

あ
る
程
度
測
定
し
た
上
で
、
契
約
す
る

の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
身
元
本

人
の
従
事
す
べ
き
業
務
と
全
然
関
連
の

な
い
事
由
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
ま
で

責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
と
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
身
元
保

証
人
に
と
っ
て
は
保
証
意
思
の
範
囲
外

に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
使
用
者
に
と

っ
て
は
、
身
元
本
人
の
従
事
す
べ
き
業

務
と
関
連
が
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

身
元
本
人
の
不
正
行
為
等
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
害
の
賠
償
を
身
元
保
証
人
に
請

求
し
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
に
ち
が
い

な
い
け
れ
ど
も
、
右
の
よ
う
な
身
元
保

証
人
の
通
例
の
保
証
意
思
は
使
用
者
に

お
い
て
も
了
知
す
べ
き
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
身
元
本

人
の
従
事
す
べ
き
業
務
に
関
連
の
な
い

事
由
に
よ
る
損
害
は
、
反
対
の
特
約
が

な
い
か
ぎ
り
、
保
証
の
対
象
の
範
囲
外

に
あ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
、
妥
当
な

意
思
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。」（
西

村
信
雄
『
身
元
保
証
の
研
究
』
二
一
〇

〜
二
一
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
身
元
保
証
人
と
し
て

は
、
本
人
の
従
事
す
る
業
務
を
前
提
と

し
て
、
例
え
ば
、
銀
行
員
と
か
技
術
者

と
か
営
業
社
員
と
か
と
い
っ
た
、「
本

人
の
職
務
や
業
務
を
前
提
と
し
て
身
元

保
証
人
と
し
て
の
責
任
を
考
え
た
上
で

保
証
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

身
元
保
証
人
の
予
測
を
超
え
る
予
想
外

の
責
任
ま
で
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

身
元
保
証
契
約
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と

に
な
る
。

判
例
上
も
、
例
え
身
元
保
証
契
約
に

お
い
て
、
保
証
範
囲
に
関
し
、「
被
上

告
会
社
が
本
人
を
雇
入
る
る
に
あ
た
り

其
の
労
務
の
範
囲
を
何
等
確
定
せ
さ
り

し
も
の
と
断
ず
る
が
如
き
は
そ
も
異
と

す
べ
き
所
と
な
る
と
共
に
、
た
と
え
本

件
保
証
契
約
に
於
て
保
証
の
範
囲
を
限

定
す
べ
き
別
段
の
意
思
表
示
の
な
い
場

合
に
お
い
て
も
、
之
を
以
っ
て
直
に
無

制
限
に
保
証
の
責
を
負
担
す
る
も
の
と

み
な
す
こ
と
得
ざ
る
所
な
れ
ば
、
反
証

の
な
い
限
り
上
告
人
等
は
本
人
が
其
の

技
能
、
過
去
の
経
歴
そ
の
受
く
べ
き
報

酬
等
の
事
情
に
応
じ
て
自
ら
相
当
と
認

む
べ
き
労
務
に
従
事
す
べ
き
も
の
と
し
、

こ
の
限
度
に
於
て
同
人
の
将
来
負
担
す

る
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
賠
償
債
務
に
付

本
件
保
証
を
約
し
た
る
も
の
と
推
認
す

べ
き
筋
合
な
り
と
云
う
べ
く
、
こ
こ
に

始
め
て
此
の
種
保
証
契
約
に
於
け
る
普

通
の
事
例
に
背
か
ざ
る
を
得
べ
き
も
の

と
す
。
さ
れ
ば
、
原
審
が
右
上
告
人
等

の
抗
弁
の
当
否
を
判
断
せ
む
に
は
、
単

に
本
件
雇
傭
契
約
に
於
て
其
の
労
務
の

範
囲
に
付
特
別
の
意
思
表
示
が
な
く
、

も
し
く
は
保
証
の
範
囲
を
限
定
す
べ
き

別
段
の
意
思
表
示
な
か
り
し
こ
と
を
確

定
し
た
る
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
す
べ

か
ら
ず
、
す
べ
か
ら
く
諸
般
の
事
情
に

か
ん
が
み
金
銭
の
取
扱
殊
に
本
件
の
如

き
多
額
な
る
金
銭
の
取
扱
い
に
関
す
る

事
務
は
、
果
た
し
て
前
記
の
説
明
の
趣

旨
に
於
て
本
人
の
従
事
す
べ
か
り
し
相

当
の
労
務
と
認
め
得
べ
き
も
の
な
り
や

否
を
確
定
し
、
以
て
本
人
の
惹
起
せ
る

本
件
損
害
に
付
上
告
人
等
の
保
証
責
任

の
有
無
を
明
ら
か
に
す
べ
き
」
で
あ
る

（
大
判
、
昭
和
一
四
・
一
二
・
二
七
、

新
聞
四
五
二
五
号
八
頁
）
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

保
証
の
範
囲
の
限
定
が
な
く
て
も
、

雇
傭
契
約
の
事
情
や
身
元
保
証
責
任
が

問
わ
れ
る
具
体
的
事
案
に
応
じ
て
保
証

の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
を
判
例
は
容
認

し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

�
身
元
本
人
の
従
事
す
べ
き
業
務
に
関

連
す
る
事
由
と
は

身
元
保
証
人
が
保
証
責
任
を
負
う
べ

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
九
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１３
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―１４―



き
損
害
と
は
、「
身
元
本
人
の
従
事
す

べ
き
業
務
に
関
連
す
る
事
由
」
の
範
囲

に
限
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
当
該
従

事
す
べ
き
業
務
な
る
も
の
は
、
雇
用
の

当
初
に
お
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、

わ
が
国
で
は
、
通
常
は
一
定
の
業
務
を

限
っ
て
雇
用
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
期
間
雇
用

者
は
別
で
あ
る
が
、
一
般
の
社
員
（
正

社
員
）
は
、「
使
用
者
の
指
示
す
る
場

所
で
指
示
す
る
業
務
を
行
う
」
と
い
う

こ
と
を
前
提
と
す
る
包
括
契
約
が
通
常

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
社
当
時
に

お
い
て
は
、
従
事
す
べ
き
業
務
が
必
ず

し
も
明
白
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

身
元
保
証
契
約
に
お
い
て
、
身
元
保
証

人
が
損
害
賠
償
す
べ
き
本
人
の
従
事
業

務
の
範
囲
を
画
す
る
こ
と
は
事
実
上
、

困
難
で
あ
る
。
ま
し
て
身
元
保
証
人
の

保
証
す
べ
き
損
害
の
範
囲
は
、
原
則
と

し
て
身
元
本
人
の
不
正
行
為
に
よ
る
損

害
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

不
正
行
為
は
も
と
よ
り
正
当
な
る
業
務

執
行
行
為
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
も
し
、

こ
の
「
身
元
本
人
の
従
事
す
べ
き
業
務

に
関
連
す
る
事
由
」
の
意
義
を
厳
格
に

解
す
る
と
、
身
元
本
人
の
不
正
行
為
に

よ
る
損
害
の
大
半
は
、
身
元
本
人
の
従

事
す
べ
き
業
務
と
は
な
ら
ず
、
身
元
保

証
責
任
の
範
囲
外
に
出
て
し
ま
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、「
銀

行
の
割
引
兼
証
券
に
関
す
る
事
務
に
従

事
し
て
い
た
銀
行
員
Ａ
（
身
元
本
人
）

が
、
営
業
不
況
に
陥
っ
た
親
族
Ｂ
を
救

済
す
る
た
め
に
、
同
僚
行
員
で
出
納
係

な
る
Ｃ
に
懇
請
し
、
Ｃ
を
し
て
銀
行
所

定
の
取
扱
方
法
に
反
し
Ｂ
に
は
毫
も
預

金
が
な
い
の
に
Ｂ
の
提
出
し
た
小
切
手

を
割
引
さ
せ
そ
の
結
果
銀
行
に
損
害
を

被
ら
し
め
た
と
い
う
場
合
（
東
京
地
判
、

大
正
一
一
・
九
・
二
七
、
新
聞
二
〇
四

六
号
二
一
頁
参
照
）
の
如
き
は
、
も
し

右
の
Ａ
の
行
為
を
も
っ
て
、
Ａ
の
従
事

す
る
割
引
兼
証
券
業
務
と
は
関
連
の
な

い
事
由
（
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
従
事
す
る

業
務
の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
行
為
で

も
な
け
れ
ば
、
そ
の
業
務
の
執
行
に
際

し
て
な
さ
れ
た
行
為
で
も
な
い
）
と
解

す
る
な
ら
ば
、
右
の
Ａ
の
行
為
に
よ
る

損
害
は
、
当
然
、
身
元
保
証
人
の
責
任

の
範
囲
外
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
は

な
は
だ
非
常
識
な
結
果
を
招
来
す
る
で

あ
ろ
う
。」（
西
村
前
掲
書
二
一
一
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
身
元
本

人
の
不
正
行
為
は
銀
行
員
と
い
う
雇
用

さ
れ
て
い
る
地
位
に
伴
う
同
行
で
の
職

場
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
雇

用
主
で
あ
る
銀
行
に
対
す
る
不
正
行
為

を
惹
起
し
た
も
の
で
、
当
該
身
元
保
証

人
と
し
て
損
害
賠
償
す
べ
き
範
囲
内
の

事
由
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
一
般
的
に
は
、
こ
の
身
元

保
証
人
が
賠
償
す
べ
き
「
身
元
本
人
の

従
事
す
べ
き
業
務
に
関
連
す
る
事
由
」

に
基
づ
く
損
害
に
つ
い
て
、「
そ
の
関

連
す
る
事
由
」
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を

比
較
的
ゆ
る
や
か
に
解
し
、
業
務
執
行

の
機
会
ま
た
は
業
務
執
行
の
権
限
を
利

用
な
い
し
悪
用
し
て
な
さ
れ
る
行
為

（
そ
れ
に
は
従
業
員
た
る
地
位
に
関
係

し
て
な
さ
れ
る
行
為
も
含
む
。）
と
い

っ
た
よ
う
に
広
く
包
含
す
る
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、
そ
れ
は
、
身
元
保
証
人
の
予

想
し
な
い
特
殊
の
損
害
に
つ
い
て
も
賠

償
の
義
務
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
帰

属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
般
的
に
い
え

ば
、
反
対
の
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
か

か
る
特
殊
損
害
は
、
た
と
い
身
元
本
人

自
身
は
そ
れ
に
つ
い
て
賠
償
義
務
を
負

担
す
る
と
し
て
も
、
身
元
保
証
人
に
と

っ
て
は
予
想
さ
れ
る
範
囲
な
い
し
身
元

保
証
契
約
の
趣
旨
か
ら
、
合
理
的
に
導

か
れ
る
賠
償
範
囲
か
ら
み
て
、
予
想
を

超
え
る
信
義
則
上
負
担
さ
せ
る
べ
き
範

囲
を
超
え
、
保
証
責
任
の
範
囲
外
に
あ

る
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
に
身
元
本
人
の
負
担
す
べ
き

損
害
と
身
元
保
証
人
の
負
担
す
べ
き
損

害
の
二
段
階
の
検
討
が
必
要
と
解
さ
れ

て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。

�
身
元
保
証
人
の
責
任
は
、本
人
の「
一

切
」
の
債
務
責
任
に
及
ぶ
か

身
元
保
証
人
と
雇
用
主
た
る
会
社
と

の
保
証
契
約
に
お
い
て
は
、「
身
元
本

人
が
会
社
に
与
え
た
損
害
の
一
切
に
つ

い
て
本
人
と
連
帯
し
て
賠
償
し
ま
す
」

と
い
っ
た
よ
う
な
契
約
が
多
い
。
身
元

保
証
契
約
に
於
い
て
、
身
元
本
人
が
雇

用
主
に
与
え
た
損
害
の
賠
償
と
い
う
の

は
、
基
本
的
に
は
使
用
者
の
こ
う
む
っ

た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

保
証
債
務
の
目
的
と
す
る
具
体
的
損
害

賠
償
債
務
を
意
味
す
る
。
そ
の
損
害
責

任
の
法
的
構
造
に
つ
い
て
は
、
本
来
の

保
証
債
務
と
し
て
の
附
従
性
と
身
元
保

証
と
い
う
独
立
的
な
保
証
で
あ
る
債
務

性
と
い
う
二
つ
の
性
質
を
有
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
前
者
（
附
従
性
）
に
あ
っ

て
は
、
身
元
本
人
の
負
担
す
る
損
害
賠

償
債
務
の
保
証
人
と
し
て
の
履
行
す
べ

き
債
務
と
い
う
構
造
を
も
ち
、後
者（
独

立
的
担
保
責
任
）
に
あ
っ
て
は
、
身
元

保
証
人
が
独
立
的
に
負
担
す
る
損
害
賠

償
債
務
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
前
者
の
法
的
構
造
は
屈
折

的
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
直
線
的
で

あ
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
の
だ
が
、
使

図表１ 身元保証人の賠償範囲
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図表２ 身元保証契約の特徴
用
者
の
こ
う
む
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る

こ
と
を
終
局
的
な
目
的
と
し
て
い
る
点

で
軌
を
一
に
す
る
。」（
西
村
前
掲
書
二

〇
一
頁
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が

包
括
さ
れ
て
、
身
元
保
証
人
の
損
害
賠

償
債
務
と
云
う
も
の
を
形
成
す
る
こ
と

に
な
る
（
図
表
２
参
照
）。

し
か
し
、
こ
の
両
者
を
併
せ
た
も
の

が
身
元
保
証
債
務
と
な
る
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
が
分
離
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
通
常
保
証
と
違
っ

て
身
元
保
証
法
第
五
条
の
「
裁
判
所
ハ

身
元
保
証
人
ノ
損
害
賠
償
ノ
責
任
及
其

ノ
金
額
ヲ
定
ム
ル
ニ
付
被
用
者
ノ
監
督

ニ
関
ス
ル
使
用
者
ノ
過
失
ノ
有
無
、
身

元
保
証
人
ガ
身
元
保
証
ヲ
為
ス
ニ
至
リ

タ
ル
事
由
及
之
ヲ
為
ス
ニ
当
リ
用
ヰ
タ

ル
注
意
ノ
程
度
、
被
用
者
ノ
任
務
又
ハ

身
上
ノ
変
化
其
ノ
他
一
切
ノ
事
情
ヲ
斟

酌
ス
」
と
い
う
保
証
責
任
限
度
の
適
用

を
受
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
通
常
い
わ
れ
て

い
る
の
が
、
�
身
元
保
証
人
の
損
害
賠

償
義
務
の
発
生
原
因
た
る
事
由
は
、
身

元
本
人
の
故
意
に
も
と
づ
く
行
為
に
限

ら
れ
る
か
、
�
そ
れ
と
も
、
過
失
に
も

と
づ
く
行
為
も
含
ま
れ
る
か
、
�
あ
る

い
は
さ
ら
に
広
く
身
元
本
人
の
責
に
帰

す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
を
も
包
含
す
る
か
、

と
い
っ
た
議
論
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
ど
う
い
う
事
由
が
発
生
し
た
場

合
に
身
元
保
証
人
が
賠
償
責
任
を
負
う

か
の
問
題
は
、
個
々
の
契
約
の
具
体
的

内
容
に
か
か
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
身

元
保
証
契
約
が
「
保
証
契
約
」
た
る
性

質
を
有
す
る
の
か
（
附
従
性
）、
そ
れ

と
も
「
担
保
契
約
」
た
る
性
質
を
有
す

る
か
（
独
自
性
）
と
い
う
基
本
論
に
か

か
る
。
し
か
し
、
身
元
保
証
契
約
と
い

う
も
の
は
、
両
者
を
区
分
す
る
こ
と
な

く
い
ず
れ
を
も
包
括
す
る
も
の
と
し
て

成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
と
お
り
、
身
元
保

証
書
（
誓
約
書
）
に
は
、
身
元
本
人
の

責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
会
社
の
受

く
べ
き
一
切
の
金
銭
上
の
損
害
を
賠
償

す
べ
き
旨
の
保
証
文
言
が
記
さ
れ
て
い

る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
身

元
保
証
人
と
な
る
者
に
お
い
て
は
、
通

例
、
本
人
の
過
失
（
と
く
に
軽
過
失
）

に
つ
い
て
ま
で
責
任
を
負
う
意
思
は
な

い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が

通
常
の
一
般
的
な
社
会
的
な
実
態
で
あ

る
と
解
さ
れ
る
。
雇
用
主
で
あ
る
使
用

者
に
お
い
て
も
当
然
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

社
会
通
念
と
し
て
承
知
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
身
元
本
人
の
過

失
（
と
く
に
軽
過
失
）
に
つ
い
て
ま
で

身
元
保
証
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と

は
、
何
ら
か
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
以
外
は
、
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
な

い
と
解
す
る
の
が
現
在
の
通
常
的
な
見

解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

厚
労
省
は
、
昨
年
一
二
月
二
六
日
、
従
来
の
平

成
一
一
年
策
定
の
「
認
定
指
針
」
を
改
正
し
、
新

た
に
「
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基

準
」
を
定
め
た
。
基
本
的
な
考
え
方
は
、
従
来
と

同
じ
で
、
�
対
象
疾
病
に
該
当
、
�
発
病
前
お
お

む
ね
六
ヶ
月
の
間
に
、
業
務
に
よ
る
強
い
心
理
的

負
荷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
�
業
務
以
外
の
心
理

的
負
荷
及
び
個
体
側
要
因
に
よ
り
対
象
疾
病
を
発

病
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
の
三
要
件
の

充
足
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、「
心
理
的
負
荷
の
強
度
」

の
判
断
の
た
め
の
「
別
表
」
を
拡
充
、「
強
度
の

心
理
的
負
荷
」
に
、
長
時
間

労
働
の
次
の
要
件
を
加
え
た

こ
と
で
あ
る
。

�
極
度
の
長
時
間
労
働
に
よ

る
評
価

発
病
日
か
ら
起
算
し
た
直

前
の
一
ヶ
月
間
に
お
お
む
ね

一
六
〇
時
間
を
超
え
る
よ
う

な
、
又
は
こ
れ
に
満
た
な
い
期
間
に
こ
れ
と
同
程

度
の
（
例
え
ば
三
週
間
に
お
お
む
ね
一
二
〇
時
間

以
上
の
）
時
間
外
労
働
（
週
四
〇
時
間
を
超
え
る

も
の
。）
を
行
っ
た
（
休
憩
時
間
は
少
な
い
が
手

持
時
間
が
多
い
場
合
等
、
労
働
密
度
が
特
に
低
い

場
合
を
除
く
）
場
合
等
に
は
、
当
該
極
度
の
長
時

間
労
働
に
従
事
し
た
こ
と
の
み
で
心
理
的
負
荷
の

総
合
評
価
を
「
強
」
と
す
る
。

�
恒
常
的
長
時
間
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
総

合
評
価

出
来
事
自
体
の
心
理
的
負
荷
と
恒
常
的
な
長
時

間
労
働
（
月
一
〇
〇
時
間
程
度
と
な
る
時
間
外
労

働
）
を
関
連
さ
せ
て
次
の
と
お
り
総
合
評
価
を
行

う
。

イ

具
体
的
出
来
事
の
心
理
的
負
荷
の
強
度
が
労

働
時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
中
」
程
度
と
評
価
さ

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の
後
に
恒
常
的

な
長
時
間
労
働
（
月
一
〇
〇
時
間
程
度
と
な
る

時
間
外
労
働
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
総

合
評
価
は
「
強
」
と
す
る
。

ロ

具
体
的
出
来
事
の
心
理
的
負
荷
の
強
度
が
労

働
時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
中
」
程
度
と
評
価
さ

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の
前
に
恒
常
的

な
長
時
間
労
働
（
同
前
）
が
認
め
ら
れ
、
出
来

事
後
す
ぐ
に
（
出
来
事
後
お
お
む
ね
一
〇
日
以

内
に
）
発
病
に
至
っ
て
い
る
場
合
、
又
は
、
出

来
事
後
す
ぐ
に
発
病
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
事

後
対
応
に
多
大
な
労
力
を
費
し
そ
の
後
発
病
し

た
場
合
、
総
合
評
価
は
「
強
」
と
す
る
。

ハ

具
体
的
出
来
事
の
心
理
的
負
荷
の
強
度
が
、

労
働
時
間
を
加
味
せ
ず
に
「
弱
」
程
度
と
評
価

さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の
前
及
び
後

に
そ
れ
ぞ
れ
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
（
同
前
）

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
総
合
的
評
価
は

「
強
」
と
す
る
。

こ
の
�
の
ハ
の
基
準
で
は
、「
出
来
事
」が「
弱
」

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
と
後
に
月
一
〇
〇
時
間
程

度
の
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
総
合
評

価
と
し
て
「
強
」
と
な
り
、
他
の
要
件
を
充
足
す

る
限
り
業
務
上
災
害
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
「
弱
」
の
中
に
は
、
今
回
改
正
さ
れ
た
「
心

理
的
負
荷
表
」
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
基
準
が
拡
充
さ
れ
、「
弱
に
な

る
例
」
と
し
て
、「『
○
○
ち
ゃ
ん
』
等
の
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
発
言
を
さ
れ
た
場

合
」
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、「
○
○
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
だ
発

言
の
前
と
後
に
、
時
間
外
労
働
一
〇
〇
時
間
程
度

が
あ
る
と
、
当
該
呼
ば
れ
た
労
働
者
が
う
つ
病
を

発
症
し
た
と
す
れ
ば
労
災
と
な
る
と
い
う
の
が
、

今
回
の
新
認
定
基
準
で
あ
る
。こ
れ
を
評
し
て「
百

�
ち
ゃ
ん
�
労
災
」
と
称
す
る
。

百
�
ち
ゃ
ん
�
労
災

弁
護
士

安
西

�
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��������������������������������������������最最近近ににおおけけるる埼埼玉玉県県労労働働委委員員会会のの審審査査状状況況

平成２３年度 不当労働行為事件の概要

審査実施回数（２３年度）

計

７
�

５
�

６
�

４
�

０
�

２２

和
解

１
�

１
�

―
―

―
―

―
―

２

審
問

３
�

―
―

３
�

―
―

―
―

６

調
査

３
�

４
�

３
�

４
�

―
―

１４

審査現況
［終結状況］
（経過日数）

２３．１１．１４
関与和解

（取下げ）
（２７３日）

２３．９．５
関与和解

（取下げ）
（２００日）

２３．１１．３０
命令

（一部救済）
（２６５日）

調査中
次回�調査

（１９４日）

調査中
次回�調査

（１８日）

年度計

第１回
調査期日
（第１回調
査期日ま
での日数）

２３．４．１５
（６０日）

２３．４．５
（４７日）

２３．４．１４
（３５日）

２３．１０．２７
（３８日）

２４．４．２０
（３８日）

（注）審査実施回数の上段は平成２３年度、下段（ ）内は、前年度の実施回数を含む通算実施回数である。
なお、事件名に 網掛け をしているものは終結した事件である。

企業
規模

６０人

３８人

１４４人

４２人

７０人

業種

金属製品製
造業

介護事業

輸送機器製
造業

道路貨物運
送業

教育

被申立人

株式会社Ａ

有限会社Ｂ

Ｃ株式会社

Ｄ株式会社

学校法人Ｅ

加盟
上部
団体

無所属

全労連

連合

全労連

全労連

申立
人別

組合
個人

組合

組合

組合

組合

申立人

全国一般埼京ユ
ニオン

Ｂ労働組合
埼玉県医療労働
組合連合会

Ｃ労働組合

全日本建設交運
一般労働組合千
葉県本部千葉合
同本部Ｄ分会
全日本建設交運
一般労働組合千
葉県本部千葉合
同本部

埼玉県私立学校
教職員組合連合

該当
号

１，３

１，２，
３，４

３

１，２，
３

１，２

主な請求
する内容

不利益取扱
撤回
支配介入禁
止

不利益取扱
撤回
団体交渉応
諾
支配介入禁
止

支配介入禁
止

不利益取扱
撤回
誠実団交
支配介入禁
止

不利益取扱
撤回
団体交渉応
諾

申立年
月日

２３．２．１５

２３．２．１８

２３．３．１１

２３．９．２０

２４．３．１４

事件
名

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

事件
番号

２３－１

２３－２

２３－３

２３－４

２４－１

�

１

２

３

４

５

平成２３年度 調整事件の概要

終結
区分

解決
合意書締結

解決
自主解決

打切り
あっせん
拒否

解決
自主解決

調整
回数

１回

４回

０回

３回

所要
日数

４５日

２０７日

１８日

７６日

終結
年月日

２３．４．１３

２３．９．２２

２３．４．１８

２３．９．７

調整事項

１ 解雇撤回

１ 団交促進
２ フルタイム

臨時職員の
時間短縮問
題の解決

１ 団交促進
２ 賃下げ撤回
３ 就業規則の

明示

１ 組合活動
（掲示板、会
議室・食堂
の貸与）

２ 組合の地位
確認

申請
年月日

２３．２．２８

２３．２．２８

２３．４．１

２３．６．２４

加盟
上部団体

無所属

全労連

連合

連合

申請者
区分

労

労

労

労

従業
員数

４３７

３，６００

８０

１０４

社内
組合員数

１

１４５

２

４４

組合
員数

２１

７８０

１００

４４

業種

菓子製造業

地方公務

金属製品
製造業

電子回路
製造業

所在地

加須市

所沢市

越生町

川越市

調整区分

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

事件
番号

２３－０３

２３－０４

２３－０５

２３－０６

�

１

２

３

４

（平成２４年３月３１日現在）

（平成２４年３月３１日現在）

―１７―



平成２３年度 調整事件の概要

終結
区分

打切り
あっせん
拒否

打切り
あっせん
拒否

解決
合意書締結

解決
自主解決

打切り
あっせん
拒否

打切り
あっせん
拒否

打切り
主張対立

解決
合意書締結

（係属中）

（係属中）

（係属中）

調整
回数

０回

３回

３回

３回

１回

０回

４回

２回

所要
日数

１１日

１００日

１６８日

１１２日

２８日

１５日

１３３日

１０５日

終結
年月日

２３．７．１１

２３．１０．１２

２３．１２．２０

２３．１１．２４

２３．１０．２４

２３．１１．１

２４．３．１５

２４．３．１９

調整事項

１ 賃金引上げ
２ 食事代の無料
化

３ 時間外労働の
適正な管理

４ 変形労働時間
制の撤廃 等

１ 賃金引下げ
に対する謝
罪

２ 賃金水準の
維持

３ 超過勤務手
当の支給

１ 団交促進
２ 給与表の見

直し

１ 一時金の考
課査定

２ 休日振替手
当の支給

１ 団交ル－ル
２ 夏季一時金

の差額の支
払い

３ 積立金

１ 未払い賃金
の支払い

２ 解雇予告手
当の支払い

３ 社長の謝罪

１ 団交促進
２ 職務手当の

改善
３ 土曜日休日
４ 長時間労働

の解消
５ ３６協定の締

結

１ 退職金規程
廃止に伴う
不利益額の
補填

２ 清算金の所
得税控除相
当分の補填

３ 退職金規程
廃止未同意
者に対する
清算金の支
払い

１ 団交促進
２ 解決金の金

額

１ 団交促進
２ 解雇方針の

撤回
３ 事業譲渡先

での労働条
件の維持

１ 団交促進
２ 和解協定破

棄に対する
誠実な回答

３ 労使慣行破
棄に対する
誠実な回答

申請
年月日

２３．７．１

２３．７．５

２３．７．６

２３．８．５

２３．９．２７

２３．１０．１８

２３．１１．４

２３．１２．６

２４．２．１０

２４．３．１４

２４．３．１６

加盟
上部団体

無所属

無所属

全労連

全労連

無所属

無所属

全労連

連合

無所属

全労連

全労連

申請者
区分

労

労

労

労

労

労

労

労

使

労

労

従業
員数

１６，２０９

４３２

１７

４８１

３５

未確認

９

２４０

１１

６５

２７５

社内
組合員数

４

２

７

１６

１

１

５

２０

２

１２

１１

組合
員数

３５０

１０

７

１６

３５０

２８

２６

１１０

３，５００

１２

１１

業種

飲食
サ－ビス業

地方公務

教育

建設業

道路貨物
運送業

建設業

道路貨物
運送業

医療業

縫製業

道路旅客
運送業

教育

所在地

ふじみ
野市

朝霞市

越谷市

蓮田市

さいた
ま市

草加市

吉川市

鳩山町

所沢市

狭山市

深谷市

調整区分

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

事件
番号

２３－０７

２３－０８

２３－９

２３－１０

２３－１１

２３－１２

２３－１３

２３－１４

２４－０１

２４－０２

２４－０３

�

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

（平成２４年３月３１日現在）

―１８―



【�内は新規申請事件に係る件数で、内数。以下同じ。】

表１ 不当労働行為事件 取扱状況 （平成２４年３月３１日現在）

２３年度

３

２

５

０

０

２

０

１

０

０

３

２

２２年度

３

４

７

０

１

０

１

０

０

２

４

３

２１年度

１

４

５

１

０

０

０

０

１

０

２

３

２０年度

１

７

８

３

２

１

０

０

１

０

７

１

１９年度

５

３

８

０

２

０

１

３

０

１

７

１

年度区分

前 年 度 繰 越

新 規 申 立 て

計

取 下 げ

自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済

一 部 救 済

棄 却

却 下

計

次年度繰越（係属中）

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

取
扱
件
数

終

結

件

数

表２ 当該年度の取扱件数（前年度繰越＋新規申請）

２０年度

３

１７

２０

当該年度における終結件数（前年度繰越分を含む）

２０年度

９

３

０

１

１３

７５．０

�
※解決率＝解決件数／（解決件数＋打切り・不調件数）×１００

１９年度

２

１３

１５

１９年度

６

４

０

２

１２

６０．０

�

１８年度

３

１１

１４

１８年度

７

４

０

１

１２

６３．６

２

項目

前 年 度 繰 越

新 規 申 請

計

項目

解 決

打 切 り ・ 不 調

不 開 始

取 下 げ

計

解 決 率 （％）

次 年 度 繰 越

取
扱
件
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

２０年度

４�

７�

０�

９�

２０�

１９年度

５�

６�

０�

４�

１５	

１８年度

３�

４


０�

７�

１４�

区分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

調整事件取扱状況総括表 （平成２０年３月３１日現在） 単位：件

表５ 調整事項別件数

２０年度

０�
３�
０�
０�
２

０�
５�

１

２

７�
２

１３�
１�
２６�

３１�
※一つの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致しない。

１９年度

０�
０�
０�
０�
１

３

４�

０�
１

３

１

９�
４�
１８�

２２�

１８年度

１

２

１

０�
１

２

７�

２

０�
４�
０�
８�
３�
１７�

２４�

区分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

表４ 業種別件数

２０年度

０�
５�
０�
２

１

１

０�
２

０�
４�
５�
２

３

２


２０�

１９年度

０�
４�
０�
２

２

０�
０�
１

０�
０�
５�
３�
２

３


１５	

１８年度

０�
４�
０�
２

２

０�
０�
０�
０�
２

３

０�
３

３


１４�

区分

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

道路旅客運送業

道路貨物運送業

そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

医 療 、 福 祉

サ ー ビ ス 業

教 育

上記以外のサービス業

公 務

計

―１９―



�

平
成
２４
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

円
高
、
電
力
不
足
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
県

内
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
平
成
２４
年
度
は
女
性

の
活
躍
に
よ
り
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
「
埼
玉
版
ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
多
様
な

働
き
方
の
定
着
促
進
、
工

業
団
地
等
で
の
共
同
利
用

型
保
育
所
の
設
置
促
進
や

女
性
の
創
業
支
援
を
図
っ

て
い
く
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
展

開
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

次
世
代
産
業
へ
の
参
入
を

支
援
す
る
。
生
活
サ
ポ
ー

ト
産
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、新
サ
ー
ビ
ス
・

新
商
品
の
創
出
を
支
援
す

る
な
ど
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
振
興
を
図
る
。
さ

ら
に
、
固
定
金
利
と
し
て

い
る
全
て
の
長
期
資
金
の
融
資
利
率
を
０
・
１
％
引
き

下
げ
る
ほ
か
、「
女
性
経
営
者
支
援
資
金
」
を
創
設
す

る
な
ど
県
制
度
融
資
の
充
実
を
図
る
。

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
を
活
用

し
た
雇
用
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
等
と
連
携
し

た
就
職
支
援
な
ど
引
き
続
き
学
生
や
若
年
求
職
者
の
就

業
を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
に
障
害
者
雇
用
企

業
誘
致
専
門
員
を
配
置
し
、
特
例
子
会
社
等
を
誘
致
す

る
な
ど
障
害
者
の
就
労
支
援
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
、

職
業
訓
練
に
つ
い
て
も
講
座
数
や
定
員
を
大
幅
に
拡
大

し
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
産
業

人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
く
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
２４
年
度
の
予
算
額
（
単
位
�
千
円
）

１

が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
支
援

�

小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
二
、八
八
〇
、三
八
五
）

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
な
ど
に
助
成
し
、
小
規
模
事

業
者
の
活
性
化
を
図
る
。

�
中
小
企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

（
一
八
、一
四
四
）

中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
な
取
組

を
支
援
し
、
中
小
企
業
の
創
意
あ
る
発
展
と
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
。

�
シ
ニ
ア
人
材
に
よ
る
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
一
三
、〇
五
四
）

高
度
か
つ
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
持
っ
た
地
域

の
元
気
な
シ
ニ
ア
が
県
内
中
小
企
業
の
課
題
解
決
に
向

け
た
助
言
や
支
援
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

�
女
性
創
業
支
援
事
業

（
二
、〇
一
五
）

女
性
を
対
象
と
し
た
創
業
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
を
実

施
し
、
女
性
の
経
験
や
新
た
な
視
点
を
活
か
し
た
創
業

を
支
援
す
る
。

�
中
国
・
ア
セ
ア
ン
経
済
交
流
促
進
事
業

（
二
八
、八
一
六
）

県
訪
問
団
を
派
遣
し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す

る
ほ
か
、
現
地
企
業
や
日
系
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
。
ま
た
、
県
内
企
業
の
進
出
意
欲
の
高
い
ベ
ト
ナ

ム
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
設
置
し
、
現
地

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

�
次
世
代
産
業
（
医
療
）
分
野
海
外
進
出
支
援
事
業

（
一
〇
、六
二
二
）

医
療
機
器
先
進
地
で
あ
る
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
県
訪

問
団
を
派
遣
し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る
ほ
か
、

県
内
中
小
企
業
と
現
地
メ
ー
カ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
。

�
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費（
四
、六
〇
二
、四
九
二
）

中
小
企
業
の
金
融
支
援
に
万
全
を
期
す
た
め
、
総
融

資
枠
４
、０
０
０
億
円
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
長

期
資
金
の
融
資
利
率
の
引
下
げ
を
行
う
ほ
か
、
埼
玉
版

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
進
す
る
た
め
、「
女
性
経
営
者

支
援
資
金
」
を
創
設
す
る
。

２

新
た
な
成
長
を
導
く
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興

�
次
世
代
自
動
車
産
業
支
援
事
業

（
七
七
、
一
九
一
）

次
世
代
自
動
車
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
、
民
間
企
業

出
身
の
経
験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
て
、
技

術
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
実
施
し
、

次
世
代
自
動
車
産
業
へ
の
転
換
・
参
入
を
後
押
し
す
る
。

�
ス
マ
ー
ト
街
区
先
導
モ
デ
ル
事
業
（
四
〇
、八
八
〇
）

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
ス
マ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
結
ぶ
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ト
を
構
築
し
、
ス
マ
ー
ト
街
区
に
関
す

る
最
新
技
術
情
報
を
発
信
し
て
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

県
内
企
業
の
新
規
参
入
に
結
び
つ
け
る
。

�
次
世
代
技
術
開
発
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

（
九
五
、四
〇
一
）

次
世
代
産
業
分
野
（
次
世
代
自
動
車
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
）
へ
の
進
出
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
の
確
立
に
取

り
組
む
中
小
企
業
の
新
技
術
・
新
製
品
開
発
に
対
し
て

助
成
等
を
行
う
。

３

産
業
集
積
の
推
進

�
企
業
立
地
推
進
事
業
（
三
〇
、七
九
六
）・
産
業
立
地

促
進
助
成
費

（
一
、三
一
八
、二
一
四
）

充
実
し
た
高
速
道
路
網
な
ど
を
活
か
し
な
が
ら
企
業

誘
致
活
動
を
展
開
し
、
本
県
産
業
の
振
興
や
雇
用
の
創

出
、
税
収
の
確
保
に
つ
な
げ
る
。

�
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事
業
費

（
一
、一
四
六
、八
八
八
）

埼
玉
県
と
川
越
市
の
共
同
事
業
と
し
て
、
地
域
産
業

の
振
興
と
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め

の
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮
称
）
を
川

越
市
に
整
備
す
る
。

４

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興

�
生
活
サ
ポ
ー
ト
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業

（
四
四
、三
七
五
）

医
療
・
福
祉
や
衣
食
住
な
ど
県
民
生
活
を
よ
り
安
全
・

安
心
で
快
適
に
す
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
産
業
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
新
サ
ー
ビ
ス
・
新
商
品
の
創
出
支
援

に
よ
り
県
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

�
中
心
市
街
地
等
商
店
街
活
性
化
促
進
事
業
費

（
四
五
、二
三
三
）

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
商
店
街
や
商
店
に
対
し
て
、

経
営
支
援
や
資
金
支
援
、
人
材
育
成
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
中
心
市
街
地
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
、
地
域
商
業
を
活
性
化
す
る
。

５

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
「
教
育
旅
行
の
メ
ッ
カ
」
埼
玉
づ
く
り
事
業

（
六
、九
一
〇
）

工
場
見
学
や
農
業
体
験
等
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た
教
育

旅
行
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、「
埼
玉
と
い
え
ば
遠
足
・

修
学
旅
行
」
と
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
行
い
、
観

光
を
次
世
代
の
成
長
産
業
へ
と
つ
な
げ
る
。

�
観
光
資
源
発
掘
・
育
成
促
進
事
業
（
三
三
、四
〇
五
）

県
内
の
観
光
資
源
の
発
掘
育
成
を
進
め
、
地
域
団
体

主
導
の
旅
行
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
実
施
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
自
立
的
か
つ
長
期
的
な
観
光
振
興

体
制
を
育
成
す
る
。

６

就
業
支
援

�
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
運
営
費
・
就
職
支

援
事
業
費

（
六
六
、三
一
五
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
「
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
埼
玉
」
を
運
営
す
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
合
同
企
業
面

接
会
等
を
実
施
す
る
。

�
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
等
就
職
支
援
事
業
費

（
二
八
、五
四
八
）

子
育
て
中
の
女
性
や
若
者
が
身
近
な
地
域
で
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
と
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
ブ
ラ
ン
チ
や
巡
回
相
談
を
展
開
し
、
地
域
に
お
け
る

就
業
支
援
を
強
化
す
る
。

�
大
学
連
携
就
職
支
援
事
業
費

（
一
四
、六
八
五
）

学
生
と
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た
め
、

大
学
や
金
融
機
関
、
中
小
企
業
と
連
携
し
て
合
同
企
業

面
接
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
新
た
に
企
業
と
大
学
と
の

交
流
会
を
開
催
す
る
。

７

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

�
多
様
な
働
き
方
推
進
事
業

（
三
二
、一
四
六
）

短
時
間
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
多
様
な
働

き
方
の
定
着
を
県
内
企
業
に
促
す
こ
と
に
よ
り
、
女
性

が
働
く
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
。

�
企
業
内
保
育
所
設
置
促
進
事
業
費
（
二
五
、
〇
〇

〇
）・
企
業
内
保
育
所
共
同
設
置
等
促
進
事
業
費

（
四
四
、
五
九
五
）

企
業
内
保
育
所
及
び
共
同
設
置
を
支
援
す
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
企
業
内
保
育
所
の
整
備
費

に
対
す
る
助
成
等
を
行
う
。

�
県
庁
と
企
業
に
よ
る
共
同
利
用
型
保
育
所
設
置
事
業

（
三
六
、五
四
七
）

県
庁
舎
の
一
部
を
活
用
し
て
周
辺
企
業
と
共
同
で
利

用
す
る
モ
デ
ル
保
育
所
を
設
置
し
、
そ
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
工
業
団
地
や
大
型
商
業
施

設
等
で
の
共
同
利
用
型
保
育
所
の
設
置
を
促
進
す
る
。

８

障
害
者
の
就
労
支
援

�
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
費

（
三
五
、五
二
八
）

障
害
者
雇
用
に
理
解
を
示
し
た
企
業
に
対
し
て
、
具

体
的
な
雇
用
の
提
案
や
雇
用
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
い
、
障
害
者
の
就
労
の
場
の
創
出
を
図
る
。

�
障
害
者
雇
用
企
業
誘
致
専
門
員
配
置
事
業

（
二
六
、一
六
四
）

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
企
業
誘
致
専
門

員
５
人
を
配
置
し
、
特
例
子
会
社
や
障
害
者
雇
用
に
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
の
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
の
受
け

皿
の
拡
大
を
図
る
。

９

産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

�
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
等
推
進
事
業
費（
三
二
九
、〇

二
九
）・
委
託
訓
練
事
業
費
（
一
、七
二
九
、五
四
七
）

新
規
学
卒
者
の
若
者
か
ら
中
高
年
者
ま
で
の
求
職
者

に
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
就
職
に
結
び
つ
け
る
と
と
も

に
、
が
ん
ば
る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
に
職
業
訓
練

を
実
施
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

�
エ
コ
タ
ウ
ン
を
支
え
る
人
材
創
出
事
業

（
二
八
、三
五
七
）

エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
向
け
て
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
エ
コ
タ
ウ

ン
を
支
え
る
人
材
を
創
出
す
る
。

１０

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

�
中
小
企
業
若
手
社
員
海
外
研
修
支
援
事
業（
一
〇
、六

九
九
）・
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
事
業
費

（
六
、四
二
八
）

県
内
中
小
企
業
の
若
手
社
員
の
海
外
研
修
や
大
学
生

の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
支
援
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

�

平
成
２４
年
度

産
業
労
働
部
組
織改正

の
概
要

１

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

女
性
が
働
き
手
や
消
費
の
担
い
手
と
な
り
、
経
済
成

長
や
社
会
の
活
性
化
を
実
現
す
る
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を

推
進
す
る
た
め
、「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

２

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
体
制
の
見
直
し

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
事

務
を
�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
に
移
管
し
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
７
）

産業労働部一般会計予算

伸び率

－１４．４％

―

平成２３年度

３２，８０９，９５２千円

１．９％

平成２４年度

２８，０７８，２４０千円

１．７％

予 算 総 額

一般会計構成比※

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
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せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算の割合

―２０―



大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

学
生
受
入
の
お
願
い

学
生
が
在
学
中
に
実
社
会
で
就
業
体

験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

平
成
二
十
四
年
度
も
埼
玉
県
の
事
業

「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
の
推
進
団
体
と
し
て
本
会

は
そ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
の
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
二
十

三
年
度
は
夏
季
を
中
心
に
約
二
〇
〇
名

の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
も
、
会
員
企
業
を
は

じ
め
学
生
を
受
入
い
た
だ
い
た
企
業
・

団
体
等
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
深

謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
も
引
き
続
き
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次

代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
の

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
」
に
お
け
る
学
生
の
受
入
に
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
に
つ
い
て

□
埼
玉
県（
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
）

委
託
事
業

□
実
施
推
進
団
体
�
埼
玉
県
経
営
者
協

会
□
対
象
学
生
�
大
学
、
短
期
大
学
、
大

学
院

□
実
施
日
数
�
夏
休
み
を
中
心
に
一
週

間
〜
二
週
間
程
度

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果

学
生
が
社
会
や
企
業
な
ど
の
実
情
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、

�
就
業
意
識
を
高
め
る

�
職
業
選
択
を
促
進
す
る

�
就
職
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

�
就
職
後
の
定
着
化
を
高
め
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
受
入
先
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

�
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
な
り
、
広
く
社
会
に
開
か
れ

た
企
業
姿
勢
が
認
め
ら
れ
ま
す

�
受
入
に
よ
り
、
学
生
の
感
性
、
視

点
、
専
門
能
力
な
ど
を
活
用
で
き
、

職
場
を
活
性
化
す
る
一
助
と
な
り

ま
す

�
学
生
を
指
導
す
る
若
手
社
員
や
職

員
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す

�
実
施
学
生
を
採
用
す
る
可
能
性
や

大
学
と
の
交
流
機
会
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
な
お
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
取

組
み
と
し
て

�
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
（
国
内
に
あ
る
海
外
事
業
部

門
な
ど
で
、
海
外
戦
略
等
を
学
ぶ

就
業
体
験
）

�
外
国
人
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

�
社
長
の
鞄
持
ち
体
験
（
社
長
か
ら

の
直
接
指
導
や
随
行
な
ど
を
通
し

て
経
営
者
の
考
え
方
な
ど
を
学
ぶ

就
業
体
験
で
す
）
も
推
進
い
た
し

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

□
お
問
合
わ
せ

参
加
登
録
方
法
、
実
施
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.saitam

a-internship.jp

埼
玉
県
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
務
局
（
宮
田
、
杉
坂
、
矢

部
、
原
田
）

電
話
�
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

▼
東
京
都
心
部
で
も
よ
う
や
く
梅
が
満
開

に
な
り
、
家
の
近
く
で
も
鶯
の
鳴
き
声
を

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
何

故
か
「
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
」
と
し
か
鳴
い
て

く
れ
な
い
。

多
分
、「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」

と
い
う
鳴
き
方
を
教
え
て
く
れ

る
親
や
先
輩
諸
氏
が
不
在
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

何
時
に
な
っ
た
ら
、
あ
の
美

し
い
鳴
き
声
が
披
露
さ
れ
る
の

か
を
心
配
し
て
い
る
。

▼
東
京
の
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、

故
郷
新
潟
の
友
人
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
今
日
も
新
潟
は
吹
雪

い
て
い
る
ぞ
！
」
と
。
間
も
な

く
新
潟
も
雪
解
け
の
時
期
を
迎

え
る
だ
ろ
う
が
、
鶯
の
鳴
き
声

を
耳
に
す
る
の
は
何
時
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
？
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
と
い
わ
れ
る
が
今
年
は

や
は
り
異
常
と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
寒
さ
で
あ
る
。

▼
新
潟
ま
で
は
新
幹
線
で
約
二
時
間
だ
が
、

同
じ
位
の
距
離
と
時
間
で
名
古
屋
と
仙
台

ま
で
行
け
る
。

新
幹
線
の
懐
か
し
い
車
両
も
最
新
車
両

に
姿
を
変
え
て
い
る
が
、
以
前
は
特
急
列

車
で
四
時
間
強
を
要
し
て
い
た
。

「
距
離
の
壁
」
と
「
時
間
の
壁
」
と
を

短
縮
し
て
く
れ
た
の
は
新
幹
線
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
出
張
の
楽
し
み
も
姿
を
消
し
、

夜
の
栄
・
錦
、
国
分
町
と
も
お
別
れ
を
告

げ
、
駅
弁
の
楽
し
み
も
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

東
京
本
社
の
社
員
と
地
方
支
社
の
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
も
奪
わ

れ
て
し
ま
い
、
出
張
も
疲
労
度
を
増
す
日

帰
り
が
今
日
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
（
�
心
の
壁
）
が

告
げ
ら
れ
る
今
日
、
隣
の
社
員
と
の
会
話

も
パ
ソ
コ
ン
時
代
に
な
り
、「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｔ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
の
心
の
籠
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
に
重
要
な
こ
と
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

▼
間
も
な
く
企
業
に
は
新
入
社

員
が
希
望
と
期
待
に
燃
え
て
入

社
し
て
く
る
が
、
新
入
社
員
の

一
番
の
不
安
は
、
先
輩
社
員
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

如
何
に
と
っ
て
い
く
か
で
あ
る
。

日
本
民
族
は
他
民
族
と
比
較

し
て
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

近
い
人
が
不
安
を
極
端
に
感
じ

る
ら
し
い
。

人
生
の
一
大
過
渡
期
を
迎
え

て
の
新
入
社
員
か
ら
、
こ
の

諸
々
の
不
安
を
如
何
に
取
り
除

い
て
や
る
か
が
迎
え
る
企
業
の

大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

特
に
入
社
一
〜
二
年
で
の
離

職
率
が
高
ま
っ
て
い
る
今
日
、

真
剣
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

▼
今
年
の
入
社
式
は
多
分
桜
が
満
開
時
期

に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、「
可
も
な
く

不
可
も
な
く
」
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
イ
ル

で
は
な
く
、
自
分
の
個
性
を
十
分
に
発
揮

し
た
生
気
溢
れ
る
「
溌
剌
さ
」
を
有
し
て

入
社
式
に
臨
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
の
時
に
「
鶯
」
も
元
気
に
「
ホ
ー
ホ

ケ
キ
ョ
�
入
社
お
め
で
と
う
！
」
と
祝
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

第１８７回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催―
日
米
産
業
界
の
さ
ら
な
る
連

携
へ

経
団
連
は
３
月
２１
日
、
在
日
米
国
商
工

会
議
所
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
と
米
国
情
報
技
術

産
業
協
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
）
と
の
共
催
に
よ
り
、

東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、日
米
政
府
に
よ
る
政
策
協
力
対
話（
第

３
回
局
長
級
会
合
）
が
東
京
で
開
催
さ
れ

る
の
を
機
に
、
日
米
産
業
界
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
う

え
で
の
共
通
の
課
題
や
懸
念
に
関
し
連
携

を
深
め
る
べ
く
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

企
業
、
政
府
関
係
者
を
含
め
、
約
２
５
０

人
が
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
バ
ー
ビ
ー
ア
米

国
国
務
省
大
使
、
利
根
川
一
総
務
省
情
報

通
信
国
際
戦
略
局
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

経
団
連
か
ら
は
渡
辺
捷
昭
副
会
長
を
は
じ

め
、
電
子
行
政
推
進
委
員
会
の
秋
草
直
之

共
同
委
員
長
、
情
報
通
信
委
員
会
の
清
田

瞭
共
同
委
員
長
ら
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
と
し
て
渡
辺

副
会
長
か
ら
、「
大
震
災
を
乗
り
越
え
、

災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
問
題
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

新
た
な
飛
躍
を
す
る
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
」
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
発
展
と
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
果
た
す
役
割
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

来
賓
の
バ
ー
ビ
ー
ア
大
使
は
、「
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
支
障
な
く
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
規
制
緩
和
な
ど
必
要

な
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
日
米
だ
け
で
な
く
世

界
が
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
問

題
で
あ
る
。東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
果
た
し
た
役
割
を
世
界

で
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
来
賓
の
利
根
川
局
長
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
は
日
本
の
全
産
業
の
名
目

国
内
生
産
額
合
計
の
約
１
割
を
占
め
る
重

要
な
産
業
で
あ
る
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に

よ
り
生
成
・
収
集
・
蓄
積
な
ど
が
可
能
・

容
易
に
な
る
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
『
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
』
の
公
共
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」「
今
年

１
月
に
、『
日
米
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
通
商

原
則
』
に
合
意
し
た
。
こ
れ
は
両
国
に
お

け
る
規
制
の
透
明
性
や
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
維
持
、
国
境
を
越
え
た
自
由

な
情
報
流
通
の
確
保
等
の
環
境
整
備
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
貿
易
の

促
進
に
か
か
る
理
念
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
今
後
は
第
三
国
へ
の
働
き
か
け
に

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
市

場
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
っ
た
考

え
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
米
産
業
界
の
ト
ッ
プ
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

米
国
側
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ
ル
、

Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
な
ら
び
に
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
が
参
加
し
、
日
本
政
府

へ
の
期
待
な
ど
を
表
明
し
た
。
日
本
側
か

ら
は
日
本
電
信
電
話
の
片
山
泰
祥
常
務
取

締
役
な
ら
び
に
経
団
連
電
子
行
政
推
進
委

員
会
の
秋
草
共
同
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ

「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
被
災
時
の

情
報
流
通
手
段
の
確
保
」「
公
的
部
門
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し

た
。最

後
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
を
代
表
し
て
イ
ン
テ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
吉
田
和
正
副
社

長
が
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
て
社
会
的

課
題
を
解
決
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
て
い
く
た
め
、
日
米
の
産
業
界
と
政

府
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
と
総
括
し
た
。

日
本
の
通
商
戦
略
の
あ
り
方
を

議
論

―
２１
世
紀
政
策
研
究
所
が
第
８９

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

経
団
連
の
２１
世
紀
政
策
研
究
所
（
米
倉

弘
昌
会
長
、
森
田
富
治
郎
所
長
）
は
３
月

２１
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で

第
８９
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
通
商
戦

略
の
あ
り
方
を
考
え
る
－
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進

力
と
し
て
」
を
開
催
し
た
。
同
研
究
所
で

は
、
昨
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
日
本

の
通
商
政
策
の
現
状
と
将
来
課
題
に
つ
い

て
総
合
的
に
分
析
し
て
き
た
。
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
研
究
成
果
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
日
本
に
求
め
ら
れ
る
通

商
戦
略
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
森
田
所
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
で
、

「
わ
が
国
経
済
の
中
長
期
的
な
成
長
の
実

現
に
は
生
産
性
の
向
上
が
カ
ギ
。
そ
の
た

め
に
も
、
海
外
と
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

の
移
動
の
円
滑
化
と
国
内
経
済
構
造
の
変

革
が
急
務
で
、
通
商
政
策
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。
わ
が
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
）
を
は
じ
め
と
し
た
Ｆ

Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
へ
の
締
結
を
積
極
化
し
、

ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
込
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
の
背
景
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
同
研
究
所
の
浦
田
秀
次
郎
研

究
主
幹
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）
が

研
究
成
果
の
報
告
を
行
い
、「
世
界
で
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
同
時
に
、
各

地
域
内
で
の
貿
易
依
存
度
の
高
ま
り
や
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
急
増
な
ど
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
も
進
展
し
て
い
る
」
と
現
状
分
析
し

た
う
え
で
、
長
期
化
す
る
低
成
長
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
、
政
府
債
務
の
増
大
な
ど
、

日
本
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、「
資

源
配
分
の
効
率
化
、
技
術
進
歩
の
推
進
、

公
正
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
構
築
な
ど
を
促

進
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
、
市
場
開
放
に
加

え
て
経
済
協
力
の
推
進
も
含
む
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ

Ａ
（
東
ア
ジ
ア
包
括
的
経
済
連
携
協
定
）

の
実
現
が
必
要
で
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

そ
の
後
、
浦
田
研
究
主
幹
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
石
川
幸
一
・
亜
細
亜
大
学

教
授
、
木
村
福
成
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、

深
川
由
起
子
・
早
稲
田
大
学
教
授
、
本
間

正
義
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、
小
寺
彰
・

東
京
大
学
大
学
院
教
授
が
参
加
し
た
パ
ネ

ル
討
論
が
行
わ
れ
た
。
討
論
で
は
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
現
実
的
観
点
か
ら
各
国
が
相
互
に

譲
歩
す
る
か
た
ち
で
合
意
す
る
だ
ろ
う
。

各
分
野
で
交
渉
の
余
地
は
ま
だ
か
な
り
大

き
く
、
日
本
も
早
く
交
渉
に
参
加
し
て
産

業
界
の
意
向
や
国
民
経
済
的
な
利
益
を
反

映
さ
せ
る
べ
き
だ
」（
石
川
氏
）、「
東
ア

ジ
ア
で
急
速
に
進
展
す
る
生
産
工
程
・
タ

ス
ク
単
位
の
国
際
分
業
に
対
応
し
た
環
境

整
備
が
必
要
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
ハ
イ
レ

ベ
ル
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
同
時
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
中
小
企
業
振
興
な
ど
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン

ダ
を
実
現
す
る
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
を
進

め
る
べ
き
」（
木
村
氏
）、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

を
核
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
は
対
照
的
に
日
中

韓
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
進
展
し
て
い
な
い
。
共
通

利
害
の
明
確
化
や
成
長
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

を
通
じ
て
制
度
的
な
収
斂
を
図
る
べ
き

だ
」（
深
川
氏
）、「
農
地
取
得
規
制
の
緩

和
・
撤
廃
に
よ
る
農
外
企
業
の
農
業
参
入

促
進
、
税
制
改
正
に
よ
る
農
地
保
有
コ
ス

ト
の
見
直
し
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
前
提

に
農
業
分
野
の
構
造
改
革
を
進
め
る
べ
き

だ
」（
本
間
氏
）、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
は
停
滞

し
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ル
ー
ル
の
発

展
は
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
有
志
国

間
（
プ
ル
リ
）
協
定
な
ど
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定

を
補
完
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」（
小
寺

氏
）
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。

■
埼
玉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
並
び
に

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

（
平
成
二
四
年
六
月
一
日
〜
七
月
一
〇

日
）

労
働
保
険
の
平
成
二
三
年
度
確
定
保
険

料
と
平
成
二
四
年
度
概
算
保
険
料
及
び
石

綿
健
康
被
害
救
済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申

告
・
納
付
手
続
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
・
納
付
書
は
、
五
月
末
に
発
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
申
告

書
等
の
記
入
方
法
の
説
明
書
も
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
）
な
ど
の
説
明
に
従
っ
て
作
成

し
、
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金
を
添
え
て

七
月
一
〇
日
ま
で
に
金
融
機
関
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
二
三

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２２―
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社宅UR
営業推進チーム 

◆
四
・
一
九

正
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
一
〇

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
）

★
平
成
２４
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

会
議
室
４０３
・
４０４

内
容

途
上
国
化
す
る
日
本
〜
日
本
経
済
再

生
の
条
件
と
は
？

講
師

東
京
大
学

新
領
域
創
成
科
学
研
究

科

教
授

戸
堂
康
之
氏

★
同
右
第
２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

経
営
理
念
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
あ

こ
が
れ
を
信
じ
求
め
る
力
が
企
業
を

動
か
す

講
師

東
京
理
科
大
学
大
学
院

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科

技
術
経
営
専
攻

（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
教
授

佐
々
木
圭
吾
氏

★
同
右
第
３
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
５
日
�
１３
時
〜
１５
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム

内
容

良
い
現
場
を
日
本
に
残
そ
う
〜
現
場

か
ら
見
上
げ
る�
も
の
づ
く
り
戦
略
論
�

講
師

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授

藤
本
隆
宏
氏

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部

主
要
施
策
説
明
会

日
時

５
月
２５
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０１

内
容

各
社
の
経
営
力
向
上
へ
埼
玉
県
が
支

援
し
ま
す
！
〜
県
企
業
支
援
諸
施
策

説
明
会

★
第
１
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

６
月
４
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２

内
容

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指
し
て

（
講
演
・
事
例
紹
介
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

講
師

グ
レ
ー
ト
・
プ
レ
イ
ス
・
ト
ゥ・ワ
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
代
表

和
田

彰
氏
他

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

告 知 版

※
次
頁
一
段
目
に
続
く

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―２３―



★
第
３０
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現

場
管
理
者
担
当
者
養
成
講
座
第
一
講

日
時

６
月
５
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

６
月
１２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

同
右
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

６
月
１９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

同
右
�

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
４
講

日
時

６
月
２６
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

同
右
�

講
師

弁
護
士

新

弘
江
氏

★
同
右
第
５
講

日
時

７
月
５
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

社
会
保
険
（
労
働
保
険
）
手
続
の
留

意
点
と
実
務
処
理
で
の
ポ
イ
ン
ト
�

講
師

社
会
保
険
労
務
士

御
園
富
士
夫
氏

★
同
右
第
６
講

日
時

７
月
１３
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１

内
容

社
会
保
険
（
労
働
保
険
）
手
続
の
留

意
点
と
実
務
処
理
で
の
ポ
イ
ン
ト
�

講
師

社
会
保
険
労
務
士

御
園
富
士
夫
氏

★
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
６
日
	
８
時
３５
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

Ｈ
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー

★
第
１
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

６
月
１１
日


１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

外
国
人
留
学
生
の
採
用
・
活
用
等
に

つ
い
て

講
師

留
学
生
就
職
支
援
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｐ

代
表

田
口
芳
弘
氏
他

★
第
１
回
企
業
戦
略
研
究
委
員
会

日
時

６
月
１３
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

Ｍ
＆
Ａ
の
現
状
と
事
業
承
継
へ
の
活

用
に
つ
い
て

講
師

Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

�
代
表
取
締
役

中
村

悟
氏

★
第
１
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

日
時

６
月
１８
日


１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

わ
が
国
の
人
口
の
ゆ
く
え
〜
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
の
将
来
展
望

講
師

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

副
所
長

金
子
隆
一
氏

★
第
１
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

６
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２

内
容

産
業
教
育
の
現
状
と
企
業
に
望
む
こ

と

講
師

埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教

育
指
導
課
長
（
予
定
）

★
第
１
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

６
月
２７
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

に
向
け
て

講
師

独
立
行
政
法
人

労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構

主
席
統
括
研
究
員

伊

岐
典
子
氏

★
第
４０
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
１
日
�
９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判



埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部
支

部

★
第
２
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

７
月
１１
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

世
界
最
強
の
台
湾
Ｅ
Ｍ
Ｓ
企
業
の
経

営
に
つ
い
て
学
ぶ
、
そ
し
て
台
湾
企

業
と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え
る

講
師

銘
傳
大
学
教
授

劉

國
偉
氏（
予
定
）

国
立
台
北
大
学
教
授

泰
熙
氏

（
予
定
）
他

★
第
３３
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
１
回
集
合
研

修
日
時

７
月
３０
日


９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
テ
レ
コ
ン
�
首
都
圏
支
店

取
締
役
首
都
圏
支
店
長

渡
邉

克
明

蕨
市
中
央
四
―
二
―
二
二

電
話
〇
四
八
―
四
四
七
―
一
二
七
六

（
資
）
四
億
円

（
従
）
二
七
三
名

情
報
サ
ー
ビ
ス
、自
動
検
針
・
集
中
監
視
シ

ス
テ
ム
、保
安
サ
ー
ビ
ス
、業
務
サ
ー
ビ
ス

〈
代
表
者
変
更
〉

グ
ロ
ー
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１５歳でデビュー以来、抜群の歌唱力で観客を魅了し続ける“演歌の申し子”島津亜矢。

艶と張りのある歌声に、どうぞご期待下さい。

平成24年7月 14日（土）
【昼の部】14 : 00開演 【夜の部】18 : 00開演

▲

会場／埼玉県熊谷会館

▲

会費／S席6,000円（一般6,500円を）（全席指定・税込）
■お席の取り扱いはS席のみとなります。

■未就学児のご入場はご遠慮ください。

島島津津亜亜矢矢
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